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歴史書籍-壬-

ぺ・ユザ・ラウ‘ロブ

松井茂雄訳

書簡其の~O

王雫 想 f七

人間は， tlt 界の~tHで白熱の奴主主でありながら， 昌己の奴隷状態をi)として自認しよう

と欲しなかった.彼は， 無主誠の欲望ーと偶黙の一事情に絶えずhUHはしながら， 白己の衝動

をまづたく蕪意Jlí~1 ドj なものとよび・自己の行為を鵠?:主的影響の争点宋;とよぶことを， 決し

て明主なβ￥った f皮の心の耗められた奥まにはき ;吾、識のない物質の不支の白然j去に斗す

る自己の服従を白分吉身にi丘L， 自己の行為の不安定と矛mを何点、によづて白骨に美化
しようとするぶItせが，認められる. 彼(土， J1P.j出{とのllf](tを治、りて， これを行なづた.

その過fl:¥ヱ， 次のように Lて実現される. T!、;L そAlが良L、ηィ巴い/}通さえ考えずに，

!I!jごのはずλで民共いことまたはJ巴いことを(fなった. そ，!Lがなさ-l.lてしまった時に，i'Iと自lIi

があらわJLる. もしそれが，弘の考えで，良み￥ゥたならば，在、はおおい i二郎しい. し

かし， もし，それが長L、かと、うかさえ考忠せずに，良いことを行なヮた， と在、が白治ミら

JZめるならば， 在、白身に自分が幾ら方、立派に見えるであろう，多分，わたく Lは考!さし

たのだ， Lカミし覚えてはいない. ところが今こそ弘は忠い当る，実際，在、はそれが良い

ということを素 !flく考慮したのだ.そしてこの考患の素早さは，一層在、のI!ll日白を高める

つ主 'J，在、は， 手IJ艇がきわめて早いすぐれた人間である‘ Lカミ L， T~、がこの"ょに関して

~i;-~ またない Jピげのすく寸1 た lí目立)Jに忠主 JL て L 、るものと， f反〉とLょう‘ これはまったく

素晴ら L い盈在、は，熟慮も i汁算もせずに自分の ~ttの心の内なる好みによって， 良いこ

とを行なヮた. つ主，)，荘、の本性はすぐ'tLた原型にみちみちているので，在、は多くの良

いことを，それがどれほと、l:g、ことヵ、を理性で、認識する必要さえさらさらな Lに， f j今な

う. f!、(工，日1(jZJ発速によってではなく，天性によって，すぐれ乙人山である.在、(1，つ

主 i)， わにすぐれた人々のひとりである. ところでで、， ユ京i己:2手教~立f士( !トの忠考考.tf告F号;，官引『駅1にむ斗lてlは主主る 4も〉
う一つのjβn法去がある 1在:三f、は工 ~II立主主言;一五手rÎIふ品ÎI

に人i山;日川;可jの;立i立三志と行?芦為告主Jを決宅する7天ミなる持が， 在、i二i肝心を I}(h拾うにの℃ある. 在、はき 良

きことの実現をはカミられる神の出i心において，その一子伐と Lて選ばれたのである. fを

の態!支の見せ元通けの謙遜;工， liIiに観察したんIiAよりも，いっそう大きな白己過大詰fllliを

医Lている.いずれの場合にも，結史的に偶黙に良いことであった全〈無意識的なり為

から， 711出fヒは次のごとき結論をひきHlLた， 一一一私は， す;ばどらLく-去主争主;早L、宇判判IJ指断r力をi共L 
え?たニゴ非!ドr:グ斗ヴr:?常fj;
は良きことのために神のj選さび給もうた/人¥，，11司72;である， と，
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悪いことを行なった時には，理想化の方法は，若干異なっているが，やはり同様の範

需に入る.第一に，後の方法は，少しの修正も加えずにここでも当てはまる.在、は，意

識せずに疋礼、ことをした， しかし， 私は神の怒りと裁きの子段であった.神が私を選び

給うたのは，人!日jのか弱¥，'J主性にとって宏示、と忠われるにすぎないことのためであ

る.だが至高の理註はそのように判断しない， もしそれが，その選んだ者にこのことを

させようと決定したとすれば，すなわちそれは本質上悪し、ことではない.合理主義者

は，神についてではなし諸事件を支配して悪L、ことから良い結果を導き出す最高の法

期について， また，諸個人の行為が一つ一つの音符一一それらの音を別々に開けば耳ざ

わりであるが，全持の均斉のためにえ欠くことのできない音符一ーを構成するところの

存在全体の最高の調和について，語り始める.悪いことが，全体の謁和に必要な要素と

して，決して悪くなくなり，それを行なうのは当然であヮたので，私は悪事の実行者ーか

ら全世界的コンツェ/レトの有益な参加者になった. しかし，人々がこの場合もっとも好

んで利用するのは，予想される最高の打算の方法である.あることが，それ自体として

は忠い，と仮定しよう， しかしよE誌は，一連の惇大な諸原則を，自己の行為に引き合わ

せてみながら，速やかに畏関し， もしそれらのと、れかが遠くからでもうまく一致すれ

ば， 在、はその行為をなすに当って正にこの原理を考慮に置いていたのだ， とJ昔、像力が陪

示を与える.私は，友人と罵しり合い，彼を決-闘で殺した，一一在、は，名誉の偉大な原

則を守づたのである.私は，女性を誘惑い生活の保証もしてやらずに赤児もろとも彼

女を街頭に捨てた，一一私は，愛情の自由と Lづ偉大な原HlJに従ったのである。私は，

農民達と，彼等に不利な契約を結び，裁判に訴えて彼等を窮亡におとしいれた，一一在、

は，合法性という露大な原期の名において行動したのである.私は，陰謀家を密告し

た，一一私は，国家とし、う誇大な!京別を支持したので、ある.文学が図難な状態、におかれ

ている時代に，立(1，個人的な恕恨から， 自分の属する党派の最新の思想機関誌を公然

と中露ずる，一一一私は，見解の独自性および文学的風習の純粋性という倖大な原則のた

めの戦士で、ある. i章大な原期のどれかに絶対に帰し得ないような醜悪なことがらは，お

そらくあるまい.最高の見地からすれば，私の行為はJEくなL、ばかりか，良L、というこ
とになる. ここでもまた，無意識的行為は，結束的に有害であったにもかかわらず，在、

を偉大な諸原期の擁護き・全世界的調和の有益な参加者・至高の意志の選ばれた子段に

仕立て上げた.

理想化の領域は，非常に広大である.その発展のすべての要素において，理想化は，

無意識的行為およびなかば無意識的な行為には，人間の;tLH象において，意識的性質を付
与し，意識的行為は， これを低し、設階から高い段階へ移したとしづ願望に基いている.

しかし，この際，人間の思推の本質そのものに制約されているが故に不可避的な理想化

の場含，次いで点理と正義のために正に批判活動が向けられなければならない嘘偽の

理想化の広大な領域，最後に同ーの批判が現実的で正当な人消の諸欲求を，そ〆れらの否

定者達ーから擁護しなければならない真の理想化の若干の場合， を区別しなければならな

L 、

人間にとって完全に不可避的な唯一の理想化は，自由意志の観念で、ある.人間は，彼

114 

a匡



歴史書簡

が恋志的に目的を立ててそのための子i立を選択するのどと L、う x観的経いを， この白山
怠J11の観念あるがJ武に， どうしても捨て去ることができない.授のいっさいの <<;:S立

的》行為と思考は先(jの一連の外的および内的できごと， すなわち肉体的 hよひ心_f!j日下j

できごとの必た的主主*(こはかならないということを， 容 M~r下J~f;i!.，識がどれほと I;SH1Jo I円、二 f)之

に主Efijjしようとも， これらの行為と思考の盗:色l'tとL、う主観的;L2221土， 外部111:界:および

人民j精神を支配している全般的氏定諭の証明過程そのものにおいてさえ，絶えまない不

可避的i主主!として残る. 不 l可jむ((Jなものは，否)，t;な L;ニ承認せざるを作ない.自己の出動

のこの本能的な珂l:llii七は， 人間の活動領域で、;土， 人l誌の思考の広~)、しな手十、戸的・官学1'1弘Ii

11J ií:l~ 111]のええのりちい基礎となる. 人間の立てる耳目的とそれらを達成するために伎の選
、、、、

ぶ諸子段とが，本質的にと:ilほと現実的カゐそれとも迷走!Iおかということとは全く無関f系

に， これらの目的と子段a.f皮の頭の 111で、配列さ)，tて， より良L、目的および子段とより
:思いそhらとの一定の秩序に{乍られる. しかし，科子:(j'.)~1じrl]:1，それらの!日jに 11-:L い秋山

、、、、、、、、、、、
を確:正とするf上"J:f¥ことり点りうるる. 部;実三:l¥f月(;之， 確カhらL¥. 、ilxrt見-J22った']:1]ItJr・7HEi二よ

、、、、、、、、、
るf'Fりごと・矛f訂した観念iニネj置される.非子'iIJ IYJ (JZJ r民;ヱケUIYJI'I(J 子 j主と l)\JJIJ~ ，! l ， 
、 、、、、、、、、
4七1'，主i守?な子日i二む土白む-益;な云子段と I)\~正:3引出11 さ

1情}吉号熟的.干右利Ij己 I主義義[的i子内〈守J(I街重長j動β通らう分〉真到離([:さ;れj七iる. 人間自身がn'~'J: ií守な~&:，~~を少しも日 /1\ 工 作な

L 、彼の前必・忠考・行為の主[lI'X:工， fJ主i二上ってそれ以斗の伐の(1iJ劫・思考・(J- 九の íl(U\'~

に討置される.後告について;上， 人lI'i]:土， fi立がそれらを7iたしたという 7三次・向がそれら

に丘{れがあるという怠I議・これらすべてが lìíí 告の J~ ÎiI)J或と J、としく 1 11: 伴氏定 11おに従 }I{~ L 

ているとしても主力、の人そが， f定!'J二crと1，i]誌に， この丘任がfJ立にあると12めてL、ると
いううさ;l;zi-を脱却 L作ーない. 諸目的の恋志的12よと話子rミの 75;主的JN択の JII~ {ì~(I'Jな一一

白熱においてえ:fIL:I'!'Jな客観的諸法当IJと同じくらL、人刊にとって必烹rY);二広礎的な -I)~ 

心の町立!化は， 道徳的に良い諸口的と近徳的活二J巴い諸日的の序列を各人;二提示 L. f史;二

は批'!:I]IJせに点検する能力一ーとの出:1];二よって， この序列jを変え， f也のものをよりIII、
ものおよびより E打、ものと iLEみる J乱要;う~/c ¥. 、カるを}，I，i， t，J~する 1ft}) だけーを残す立JEの
決定と，このひと'JËによる fi百ら j].OJfî- 九のjさりとに rt~~二小 11r jlli:(['Jと認めらhる L主連 L，1kな
JlH I'1'J11ピnJ;人 この選択により !tjL、また辻より f1¥l 、;主義を認め，カミつ，仁1己および白己

と信念をはじくする他の人々に斗ーして 2 この選択のよ主任を11司人i二ft})せ jl]るハこの二と、、、¥、
がJfIL詰 IY);fZ'i訟の領域を ，:il~主的意識の桜域と文、J 置することを1-1r Iι二L，校計の預h.x;:'J::o 、 、、、、、、
いて， 自己のたιぬちの白由;志主ιd忘よ主〈と Lい、う段主初初l万7ぴの)J主:主在信観!立」七訂訪(1ちjヲす七宇j:突沿ゐ 仁らJ この 'jì一!宍J工主i工た~ジの〕リJ民一i立型巴!立型iP!

;は主f鯉罪剖;問主当矧j打{係系に十一一脱去苅却11することを可能に LてLい、る， また， このことが， 実接的十'1"'''f:に強!tJij

な法i還を与えており， 方、つ， 二の zi守i一-mi;に二〆Jι;伝三いて. f骨11可/人¥のj近丘i徳主f的i内1凶J義主f舟芸 0 1:左三j宍tL.戸つ Jつ〉λしちる;社イ守吐i上; 
会(的'[下ηiド内乙ヲJd諸i丹可引刊7耳形f号三封f主iに二文対、Jするi活i主長剖町昨n存t，1
j的1ηヲj准庄!歩主二つL、て， rbe {;-，U'U ¥'と諸ることを立に可能ならしめたので Jちる.

人!日;がIJカ込らその意JEのあらわれと怠識するものすべてにけ Lての白己の i三任の桜JL

が，不可避的j呈恕{とと認められるべきものであり，したがゥて，比去し15ないもので、ある

とすれば，それは，かカミる特異に対して権利jのある 11ftーの町恕{とである いっさの不 ilj"

避的ならざるものは，批判jに芯いてのλ認脅しなげれ;まならなLら我々がこの要求をぬ

11う
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げて理想化の語現象に近づく際に気付くことは，理想化が無意識的諸過程を意味づける

その方法をいかに広汎に適用したかということである.その際，理想化は，決して人間

に限られず，世界全体の人間化・意味づけが試みられた.我々は，観察によって三種の

理想化を知ることができる.それらわ，あらゆる現象または少なくとも大多数の現象

に，意識と理性を付与せんとする人間の願望から発している. まず第ーに，人間にとっ

ては，諸現象は，超自然的・超世界的諸人格，すなわち，意識・理性・意志を具えた精

霊と神達の諸行為と考えられた.第二に，人間にとっては，諸現象は，唯一の意識的・

理性的な陸界の本質のあらわれと考えられた. しかし，人類生活の最古の時代に遡れ

ば，世界を理想化する第三の方法が存在していた.タト界の諸物体は，そのほとんどすべ

ての領域で，意識・理性・意志、を具えた存在か， またはかかる存在の居所と考えられ，

世界の諸現象は，これら存在の計画的な諸行為と想像された.科学は，精霊と神達の計

界を，空想的創造の所産と断定した.科学は(<世界精神》も{<絶対精神》も<<絶対意、

才、》も，形而上学的創造の所産と断定Lた. しかし，科学は，現在に至るまで細部にわ

たっては解決されてはいない問題一一外界のいかなる諸対象に， どの程度，意識・理性

・;言、芝、を認めるべきかの問題一ーを， さらに長期間研究しなければならなかった.有史

前の人間は， 人間の意識に類似した意識活動に関する観念を，ほとんどあらゆる対象に

拡大することを長い間当魚と考えていた.その後，思考の批判が，意識あるものの通関

を絶えず縮小してきた.心理的諸作用を人間だけに認めようとする試みがなされた.

しかし，後に，種々の発達段階にある多くの動物にも，それらを拡大しなければならぬ

ことが判明した.現在では，ある研究者達の間には，有接待のきわめて抵い発達段階に

も，そして一一気体原子にさえし、わぽ患索する《小人間達》を住まわせて一一ほとんど

あらゆる物質にまで，意識を認容Lょうとする傾向がある. これに対して，批判は，

入国の中にも行為の意識性に多くの段措があることを明らかにした.批判は，人間の中

に，純粋に機械的・無意識的な現象群を見出した.次いで，批判は，最も低次の動物的

欲望が意識されているが，いっさいの思考の参与な Lに， 抑えがたい力で活動する第三

の現象群を見出した.批判は，次に，思考の習慣的過程がし、わぽ機械的に行なわれるも

う一つの新しい現象群を見出した. もっとも，ここでは，意識または思考活動が欠け

ているとか， あるいは行為の迅速さがその評価を妨げるとかし、うことはできないが，

それにもかかわらず， 自己に対する偶人的責任の評価は，後になって，行為がなかば以

上または全去g'j{.-rした持に，はじめてあらわれる. さらにさきに進めば，我々は，強烈

な清緒と情熱の影響のもとに行なわれる非常に複雑な行為群に逢若する. ここでは多く

の場合， 思考活動も自己に対する主任の道徳的評儲も存在してはL、るが， '1吉絡または e情

熱、の力が非常に支配的であるため，人間は思考活動と道徳的要求に逆らってそれらの力

に報従している. この行為群を越えてはじめて，人間が思考活動を行ないかつ自己に対

して完全に責迂を負う行為領域が現われる. 人々の中には，最後の行為群に属すると見

なし得るような行為を少しもしないでき生涯の大部分を過ごす者がし、る. 人間の大多数

の行為は，第三の行為群，すなわち， IB習・習'畏・噴i7Uの影響のもとに行なわれる一一一

あらゆる文化的動物の， しばしばかなり複雑な，行為がこのように行なわれる一一諸行
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為に増せざるを件ない.すでにのべたように， この場合，主任の評価は，行為そのもの

の続続中か， またはその終 F後に現われるが，時にはまったく現われなし、こともある.

生活面におげる人間の発達程度は，完全に意識的な最後の行為群が伎のあらゆる行為の

中でどれだけの割台いを占めているかによって決定される.

前述のことから分るように， なされた行為の理性的動機を探索することは，常に台烈

(1ヲな方法とは認めがたく， また， 人間の行為には， 人間的動機はとに機域的または動物

的!動機が働し、ている場合が多い.刑法学者は，判決の軒宅を考!惹し・刑法を作成するた

めに， これを考慮に量かなければならないが，それに劣らぬ弓ど，歴史家と社会活動家

は，過去と現在における人間の行為に対して， 白f自の行為を合理的動機の探索によって

理想fヒせんとする人間の志向に汁して，批判的態乏をとるために，最後に，実際的諸目

的の追求に当って誤ちを犯さないために， これを考慮に置かな汗れ;主主らなレ.

〕理性的行為と呼び得る行為の範同が人i向性のrllでい走るに時認されていようとも， ~~~ 行

為を理性(1':1なものと推定するJlíIι~1ヒへの志向はきわめて大きく，それ政に，大多数の人

人は， 白己のあらゆる機械的・習慣的・!吉熱的行為を理性的なものと Lて考えようと明

んでいる，ある人々は， この理想化のプロセスをまヮたく誠実に行なうが， 位の人々

は，人のliilで自己の存在を高く見せ， あるいは，利己的諸口lちを達成するためにだけ行

なう. Lかし，非常に多くの人々;人知識と思考の柔軟tr主とが欠げているために，白か
らはこJLを為L件ない.他の人々がかれらに代ってこれをLてくれると，かれらはた

いに長び， 自己の愚}fnを沈思黙考に・白己の動物1'!':1欲望を政治=JÚ 1:fri，(子J ，i~ 原Jl!!.に・自己

の!日出宅守を探守的建論iこ・自己の詰病を昌家i二対する忠誠に・自己の ~1.劣を英雄的精

神に・自己の会欲を法律に対する奉仕に・自己の鰐人的思恨を時 ft~に対ーする間争に・す

り変えることを，かれらに可能にしてくれる人々に進んでつき従がう.正にこのことに

よって， 偉大なことばを旗印に掲げる諸党派は，その信奉去の大多数を味)Jに引き人，れ

ている. このような諒f:1Jが掲汗られる際;こは常i二， 自己の行為の卑しい内存を脅き高い

ことばで|認すために， この旗印を必要とする人々が存在Lている. したがって， i章太な

品原理 このような諸原理を桁と Lて，党の指導苫j主は， 自己の階級ないしは支出の

手IJ己的利益の実現を念頭に;置いているが-ーの打草的liJ1導者達が， 諸問人の機械的・動

物的・習慣的・情熱的諸志向を新しい旗印によって匿しやすくすればするはど，彼等は

ちくの場合ますます速やかに党の詰奉/';.を獲件ずる，すなわむ， この党はますます大

次のような事実一ーすなわち，

実際iニ;豆歩兵守党iJ去のスロ

指j書史霊

このj弘行 llli;色.:1とを行なうことは，

空き I~':jl、日卒業のどれもが， 一再ならず

したがって，

き〈なゥて中く.

ーガン・准 )t~ の公式て、あ勺たことがあけ，

と哲学・色1慣と↑員iP11が， まヮf二く誠実にLかも正当にこのようなこと v五を栄光でつつん

だこと一ーによヮて，いっそう都台が良くなる.嘘誌の理想化を為す者;ヱ， こ.hらのこ

とばの立に誠実で才能ある讃美計j主を指し示 L， 技手の(乍った兵~n車から自己の諸目的

のための武器る借りて来さえす，h:王よい，

批判は， このような現象を心に望めて，

一軒きびLい態変でのぞまな:十れ;まならないし，

え寺そのような時代におレては，

W:tのj品者i:において，

諸党派の旗印に渇;デられたき高いことば

また， これらのことばの下に個人
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の卑しい欲求ないしは正当な欲求の理想化がどれほどひそんでいるかを，いっそう注意

深く吟味しなければならない.

私は， riiiの書詣で，偉大な諸理念の二つの種類，すなわち，一般的諸原理に対応する

ものと個々の社会的形態に対応するものを区別した.我々は， ここでも二つに分げよ

う.一般的諸原埋に関していえば，嘘偽の理;盟化を暴露するための批判の方法は，きわ

めて簡単である.すなわち(<理性・自由・全体の幸福・正義》等々の言葉を，諸党派

がどのような意味で、使っているかを考察するだけでよい. これらすべての言葉に付与さ

れる意味が，所与の場合にそれらの現実的な進歩的意義にどれほど合致しているかを，

検証すればよい. もちろん， これは，批判そのものがそれらのことばの現実的意味をあ

らかじめ理解した場合にだけ可能で、ある.

個々の社会的諸形態に関しては，問題はいっそう複雑である.私がすでに第六の書

簡で、語ヮたように，社会的語形態は， 自然的欲求と欲望によヮて{乍り tHされる. これら

の欲求と欲望が自然的であるだけ，それらによって作り出される諸形態もそれだけ正当

である， L/JミL，それ以上でiヱなL、c ところが，歴史においては，ある一つの欲求によ

ヮて作り出されたー形態が， より良いものがないために， しばしば能の諸欲求の満足の

ためにも好都合主ことがあり，その結果， この形態が， きわめて多種多様な機能を司る

機関に変じ，そして， この形態がー一一誠実な理想化と嘘偽の理想化を蒙りながら一一諸

党派の旗印・進歩の最も本質的な手段と宣言された. この場合には，批判のなすべき

こと法二つある.まず;X~ーに批判は，諸党派のいかなる現実的諸志向が， それらの旗印

に掲げられi七ことばの陰にひそんでいるかを，究明しなければならない.第二に，批判j

t土，党派の基本的原期としてその旗印に掲げられた公式を存在せしJめたところの吉然、

の，したがってまた正当な，欲求を，探し出さなければならない.第一の方法によっ

て，批判は，本質的にはたぶん尊重すべき公式を，それとは少こしの共通点もない諸志

向を弁護するために，掲げる人々の嘘誌の理想化を打破する.第二の方法によって，批

判は，その意味も知らずに響き高いことばから呪物を作り出した人々に対しても， ま

た，完全に自然的な欲求の正当性を否定し，それによってあるいは入国の本性を歪め，

あるいは何よりもしばしば偽善をもたらすところの別種の嘘偽の理想化を為す人々に対

しても，闘争を行なう.第二の課題は， 否定的な面だけでなく，肯定的な面も有してい

る.すなわち，批判;工，FJr与の社会的諸形態の基盤の中に自然的欲求・自然的欲望を明

らかにしながら，正にこのことによって，それらの基盤を正当なものと認め，かつ，感

告の誠実さの基礎の上に一一ーすなわち， 人間の本性に根ざしている自然的欲求と欲望に

対する誠実な態度の上に一一社会的諸形態を作ることを要求する.かくして，人間の本

性そのものに根ざしている道徳的諮理想を社会的諸形態の中に実現することは， 人間の

吉然的諸欲求の正しい人間的な理想化をなすものであって，それらとまったく一致しな

し、歴史的に形成された文化的諸形態をよそおったそれらの嘘妄の理想化とは全く相反す

るものである.この人間的な理想化は，完全に科学的な理想化で、ある， なぜなら，この

理想化の中には，主観的見解の要素は，心理的諸現象に関するいっさいの研究におし、て

どうしても避け得ない程変の分量だけしか含まれていないから.欲求は，可能な限り，
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そのt，lj，殊性におレてひたすら研究すべき現実的事実である. もl，ある欣求が自魚的な
欲求ーとして確filEされたなら， それは，その健全な作用の範州内でJI:奇たされなければなら

ず，また，長も良くそれを満足させる社会的諸形態が探求されなければならない. 在、

は， }I)I，I]・の社会的形態の桜丘に損たわる自然!YJ欲求を決定するi怒に誤ちを記すカ込も

しれない， また， この欲求i二月する誠実な態度カミら， 在、の見るところ，必然的に生ずる

諸結論において， 誤まちを犯す方ミもしれない. より経験の富豊な研究者は， 自烹~(J'.J(設;ぷ

の中に新らしいJ{f側面を見出し， したがヮて，対応する任会的語形態のいっそう正しい

理品をうち立てるであろう. しかし，誤ちを犯す:11能性と芸ちの逐次的除去は共通

の)j法の科学性を少こしも巳HUするものではない.社会的諸形態をそれらの基盤である

議欲求に 4持者:させること・これらの欲求i二対する研究者の誠実な(すなわち，付組的考

慮と無縁の真空な)態度・および社会的形態をそれらに適むさせようとする要求一一こ

れらは，いっさいの倍人的盗意・いっさいの独断的迷妄・いっさいの創造的空想作用な

Lに，実現され得る. この過程:1， Wι人(1':1，誤謬のすべての根源を除去しつつ，蔽密に)j
、、、

;2~，証言 (1せに行なわれ得る. したがって， それは科学的であり，そのま主主ー十一すなわち，社
、、、

二?J'I!J 3(';'形態:1， 明瞭にPH解さ)1./二人!日jのlili'i次ぷを広躍とすべきである， との JIEI治ーー

は，対応する欲求の真実で科学(1立な耳lJI，! 1じの所廷である，かくして，あら中る欲求(i，
ええによってそのl{1にもたらされたものだ汗がその中で百'ぶされ得るのと全く同誌に，

本来それに掃してL、る rEきで人II¥JI'lせなJFrr;也{ヒを是認する.そ Lて，欲求:iニ対する忠考の

I )~1 係は， これに|誤ら:!Lる. 白熱の法WJを否屯することによって， 1えそはこ，f[を抹殺する

のでは江く， ただ， 社会的形態において前五が11屈をきカ通せる時i二， このiLWJのより折、H内

在iちらわれを拍発するだけで為る.嘘定の理想化;工， 白?!~の法llIJ を少しも変 l芝ずること

ができず，それが道徳的 ，i!i形態の中にもちこむのは，嘘{t~だ;十一ーより校 371 でより:}\:，;立

徳iちな{Wij人に， より笈55でない道抱;切な{同人を fE迫する可能性を rffi~に与える強偽だげで

ある.

しか l，琉妄のJ-Iji，主!1ヒの掩護の下i二，与しい利己的利書によって社会的諸形態のlflに
もむこまれるこの|櫨偽と不正こそが，現在の社会的，U'i形態i二討する絶えまない墳J散を11ヂ

ひ、起 L ，それらの諸形態をnむ出主ものとする.それらをいっそう強固にするIlH~-の Jii.去

は， IEにこれらのli1にfEの生命士吹きこむこと，つまり， それらの組妄のJ~主主[1とを点実

のj里，tL!f七に置きかえることにある. 丈{ヒ(l守口者形態iこi動きヵベtる思考活動のfl'用一一一この

f'[ :用がえI引を前進させる一一一ι， LとLてこのことに{干している.読者もご承知のとお
り， この作用の中には本来{6Jc:J0J:::己百・長u:t史的・革命的なものは存在しない. }~，J5'( 工 fi

の人!日J(作品欲求の r1 1 に社会 (I~JJ釘iラ態の現実的基盤を採し出して，絶えずそれら北形態を

L 、っそう強同iこしようと努める.思考;人 これらの W~A( をM-究しながら，科学と l[義に

よって祉会(1ヲ語形態を強化する.空、J5-の批判が色，'，とするところのものは LU二，社会的

治形態をJJ毛弱化する要素である. 思考-の批判i土，正i二，破滅をもって文明を子fh為すもの

を打ち破る.思考の批判は，革命をひき起こそうと努めずに，その予防に努める.

品も基本(jヲな人民の欲求で為る食欲を観察するなら:主 我々;ヱここでもすでに，文化

が発注させた珍味佳肴に対する人為的欲求の形におげる， 主に寄生的生活を{足進する無
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料宴会の嘘妄の慈善の形における，嘘偽の理想化に遭遇する.同時に，禁欲主義という

嘘偽の理想f七は， 各人が詣ち足りていなけれぽならぬことを否定して，断食の無意味な

諸形式・寺院における貴金属類の一一そこではこれらの財宝は誰にも必要がない一一同

様に無意味な集積・隠遁生活の諸中心地を不道誌と無学の隠れ家に{としてしまうこと・

を必然的に揺来した.科学は，これら二つの嘘妄の理想化に， 自然、的で正当なものとし

ての食欲の承認と食欲充足の生理学的および社会的基礎づけを，対量させた.もし，科

学が食欲を理想化するとすれば，所与の個人にどれだけの食物が必要であるか・食料配

分の正常性を乱さずにどれほどの価格範問で食物が倍人の手に入り得るかを話摘し，か

つ，適量の食物の健康で、経済的で、美味な調理のために料理技信を発達させることによっ

て，科学は正しく食欲を理想化する. この基本的な食欲に関してし北、得ることは，あら

ゆる他の欲求にいっそう良く適用され，あらゆる社会的諸形態の進歩は， 常に正i二次の

ことがら一一社会的活形態の基盤となる自然的諸欲求のいっそう議密な識別・これらの

欲求に対するいヮそう誠実な態度・それらに絡まる妄芝!の排除・欲求の本質そのものに

よって示された万法のみによるそれらの理組化一ーに存している.長も i主要な諸形態を

JI演を追って点検してみよう.

最初の強同な人!日]の結合であった母系氏族は， 必要上あらゆる:社会的機能を具え. 11M 

人のあらゆる欲求を何時二に満足させようと努力した.母系氏族が，父系氏族に移行して

家父長~fJIJ家主主を作り f二げた時にも， まったく同じ状態が続いていた.文化的発達が貧I~l

であヮたがために， この社会的形態は，成長していく;世代を義青する欲求ふ諸伺人を

経済的に抹託する欲求も，彼等をタト敵から防衛する欲求も，家族の-14を詑の家政或
員の暴行から守る欲求も，知識を蓄積する欲求仏語Ij)告の欲求も，すべてを同時に満足

させなければならなかった.氏族または家父長~ìJIj家族の長達は，同時に，年少者の指導

者であり，あらゆる面の企業家であり，政治的活動家であり，裁判官で、あり，理論的お

よび実設的習慣の守護者であり，毛布とうにおける行情詩人であり， 神話における叙事詩

人であり，勤行においては詐援であった. し治、もこれらすべては，ただ単に血族的諸問

保が彼等に種技内の一定の地位を与えたからである.習恒と J慣習は，複雑な家父長制

的形態における家扶関係を，詩的な魅惑・聖なる結f?の{牟大さ・法律:の鎧・世論の鎖に

よって掩い包んだ。それと同時に，禁欲主義は，家族の現存の文化的活形態を否定した

だけでなく，性的欲望を人間的fUli値の冒演と断定し，性交の抑制を説いた.家族の嘘{;(JI

の埋恕{ヒの結果は，家長権の恐るべき長用， すなわち，結婚の売買への転化・ 1I母親への

子供述の服従の屈従への転化となってあらわれた.公然たる淀みーの為ら中るふしだらを

も凌くv 礼節の仮面を返った浮揚が，家扶の中にあらわれた.礼節の{反 l面は，家誌の r~l

でいっさいの人間関係を披壊するまでに江り.il，耳人の偽さき:と卑屈だけをはびこらせた.

まったく同様に，性交の抑制を説いた禁欲主義苦達は， 過激な去勢の子段に訴えなけれ

ば，性的欲望を絶ち得なかった， ここでも結呆は二つしかなかった，一一人間の本性の

歪曲か，でなければ，はっきり否定されたものに対するよりいっそう洗練された欲望を

蔽いかくす偽善であった. このjnを進んだ狂信的宗派人の大多数は，入院の肉体組織の
歪曲に赴いた.だが，ある人々，たとえばシェーカーは，おそらく， 人間をこの点で心
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照的に主tHlすることに或功L，~ニ. )1:日がその「ド用を停止したところでは， {;主主が支配し

f二.そして，いっさいの肉欲的なものを再認しだ修j主的と修五日の天使の衣の日二;工，

f詩人よりもさらにいっそう動物的な出動がし;fL:訂正されていた. この場行の官名な准

移がよfElyjしているように， いわふる涜浄のI~~，家なるものぜ工，実際には， 自然(1')諸欲求

の全段i析に;雪景iiizのこと， t1fらし L、ョーロヴパガミ反日然 IYJ と~.:Z j)，三欲望の損域を1三日にか

: ~)-るはと、の民主の事，1{:{ì と化 Lt二.性的欲望の神託、IYJrfl誌が，ある二;ミ派人 j主の!，~~きわまっ

/二 i克泡;IJ~!，主の :!I で， これら役引その Lのの人為i存J-fj張と和解するという j千f主主生亡た.

二Jt んのどのよお f?に ιi珂らカ・之上う;二 ， ~1-i (i)~ 主義;主， 人1i¥J(fZ)本性の j主本((Jyik守!の汗〉とま

どは J~!llJと L、う将司:の f'J~ 0~ ~~ {y Lていてき 二，{lを己が功たと立な L/二人々の11長年LJjにお

け』るIV，hlf九ジ)II~i~':I(IJ のあらh)t を，計三?の:/1;二't Lふhだ.
市!とにお:tるiミ版記if777よ;フま校卒iiif?のj庄i仏工，二.つの }-YWで行なわれた.それらの
111で1[1{)IF要之ものは， 京父 j片主;訓iむ臼は~I近|リi宗 Uφ怯i主;の i斤，守行'fJ只三 iに二 j非iド[ê'デ斗市l

卜牟{日、Jj.7ι‘3jわiていた手稀主々 の;紋i以;改主討立詑Eが 2 β.Jl.の'{I号{O)から次々に引き離さuてみくことにあっ
f二. まず:JZ-i二ど、考と無縁のtTltfti二¥'(f押しているI主民関係が，思!主・'iI¥tii・信念の形

でfI，i，i人の忠J5'の作用した抱の社会1'1')，i?i I :;.j係i二， そのよ虫立を議つ J三. 批詩的思考ーが，最初j

はカスト内のまi宅J]えにj主づき， 後には W~ 人の性 I~JJi二主づく分;誌の注業制度を1'f:り出し， 臣

民ないし公民の統治への多掠td:-参加を作った， 諸f[1~_人の外敵からの国家的防出の政治1!J目

白を{乍り出し，被告の手IJ 'l~ì二位詩的関係をもつことの少ない裁背の法律~ì}1j)支を作り出 L，

iミ長の長または家長の権威と無関係な科学的研究iニ対する方法論的基礎を作り出し，芸

術活動を持に天分ある三者 fl(~ 人だ:十の資産とした三:街の諸典型を作り出し，成人の中で2i

iドJおよび道徳的に教育事芸のために相誌に養成された人々だけによる青少年育成の敦子7

~IJljri を作り出したくそして現になおこれを'ぷ戒しつつある). 

家父長制家住の{〆fl之の }Iーする職権の数が ~IJIjIS1ミされてゆくにつ.hて， J5考は， この分野

における地偽の理想fととの:品l/flのためにも， より良\..、之化的地盤を獲件した.家政の ~~i

J，ij;二， 京誌のIl風車IJ汗が主J-置された. ，t懐衷誕 i主1よ義長と冷笑i的'1ηi巾ヲ批峰が， 家I幹肢j主;の型型-物を!動訪f揺品させ
/た三法l去iゴf搾p::は土i.， 家i長三め五d寺iV子;訓|じ担凶)1封止iサ!j7上;カう、ら京技!成瓦l只ij注主を1)容寺年低桁I'，伝11護j主Lはじ今ム♂、/)，

のJ諸目JFU立怨!を;探宋し三求主とめJゐ)tた二. ニAlと花(fLて， 11t1~IJ(!ヲ思考は， H"f:と正義に立!出して， 'i"1.(() 

欲望一般を計li芯した禁欲主主と戦った.生JIjt'f:;主，禁W¥.-i:.えのすJ白然性をlitEiljJした.経

irl'J:は，禁欲 l=-義が社会にとって絞決(1¥)なものであることを証明 LJ-二.fti:'1)2 a， ;'.1-:日~ì-:.

J主の'tl'ttÞI1 が幻出であり ;ikL)jえその Jfll立1の JfC 起におL 、て根J型1l:，lJt~Nであることを白EiYJ

Ltニ.

批判的む考の光のもとで色あせてゆくこれら!杭偽の口一昨里主!のf¥:I八二， 性的欲望の立

の理主!1ヒが， TEに上述.))hi.去によって一一点空な!よi、立!感情の要Jおこよって一一行なわれ
た.それは，生理的欲望として，fIii.としがたL、自然の事実であった. この白然の'jl:実

は，自由選択として， jE考作用の事実となった. この選択は，美への↑市'慣のずIにおける

選択と Lて，古くから一元芋iちに理，tL!fヒされた. JiH立Hとの進歩はもっぱら，美または蛙力
ミ思考:f'I:用に応じてip.に選沢の動機に支ど， t~1 ([Z)・宥i持1(['-]IlHi u立が選択の了いYJ訂楚になっ

た， という }¥if¥~二ある.恋愛の理主!化法一一一家扶関誌と方、βるわりなしに，そして禁欲主義
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に逆って一一一人間のこと;王の痕跡が残されたのとおそらく同じくらい遠い昔に，讃美さ

れた. し力、 L，それは，サアディー・トルベジゥーレ・ミンネザングの詩歌とあい並ん

で， 17および 18世紀の恋愛行情歌・シラーの同時代人達の纏綿たる行情とあい並ん

で，ハレムの生活・領主の意志による結婚・丙親の意志による結婚・金が呂当ての打算

的結婚といった文fヒ的習慣が存在していた時代には， 主た，結婚と愛情がっ、としく経身

I'('J義務の観念、を生ぜしめた時代には，絶えず何かしら嘘f為的なものが惑ぜ、られた.女性

が家父長制家族において， 文化的習慣の面でも，思考の発達の面でも.EJj1生以下の状態

に置かれた間は，愛し合う男女の精神的諸]空想は，それぞれ異なっていた. したがっ

て，相互の愛着の理想化には，同特;の形跡が認められない.女性は，力.'fjl力・意志

力・社会的勢力・市民的活動力の精神的理想を，努性のIjlに見tHそうと努めた. しか

L. この理想は，女性にとって理想ではなくて偶像であった.なぜなら，女性自身はそ

の実現を断念していたから.男性は，美と優雅の美学的理jiZ! だ ~t を女註の中に求め， し

かも， この理想そのものを男性にとヮてはその価値を抵めるものと見なし，自己の内に

外貌の粗野すらを，価植のー要素として，容認、していた.それ設に，女性には，性的欲

望の正しい理想化は，問題にすらなり得なカミった.偶像一一一これは， しかし，精神的な

力に対する正当な惰担;を内包していた一一ーへの埠拝を淫命づけられた女性は， この場

合，家族の拘束的な文化的諸形態の全重圧を背負っていた.美への正当な撞韻による理

想、化の過程において，全患考活動は，文化が自由選択の権利を与えた男性に有利であっ

た.相互の愛情の真の理想化は， 男性と同ーの精神的価値の理想の名において，女性が

自己に対する尊敬の念を呼びさます時，はじめて可能である.その時には，愛情の結合

は， たがし、に肉体的に惹きつけ合うのみならず， おのおのが相手の人間的価1U立をその全

面的なあらわれにおいて尊敬するが故にたがL、に接近し親しみ合うところの二人の男女

相互の自由選択となる. 肉体的欲望は，依然、として，両性親近の正当な基盤である.し

かし，この欲望は，正当で人間的な理想化を受ける. i;I1J性の結含は， 同ーの精神的諸理

想を追求しつつ，その結合によヮて相互に完成させ行い発達させ介うことによって，強

化される. これこそが，偶然的愛宕を，外部から強制されたり，文化的習慣や慣習によ

ヮて拘束さhるのではなくでき 人格そのものによってfr:り!日される強悶な精神的課近に

変える.外部の拘束力は，いっそう強固な結合のrHTで，向らかの意義をもつことをやめ

る.相互の尊敬は，二人の結合を神聖なものとし， しかも，両者の岳由な関f系が，あら

ゆる偽善を耳元り!徐き，相互の信頼が，結び作った二人の男交を， 経済闘争におし、ても，

思考活動においても，社会的な仕事においても，育ちゆく lll~代に対する教育的義務にお

いても，相互扶助に最もふさわしいものにする.愛'I/:tの正しい，科"手iちな理主1化をなす

にあたヮて，家政の課題Iこは，現在:二つの側面があり， しかも， それらおのおのは，自

然的欲求の必要不可欠の諸条件を考恵 L. 自由な!さhν〉真実さに立問lL. かつ，正義の

ず1において人間的活動の目的を捉起する.不可避的基盤としての性的欲望・岳由に選択

を決定する親密な関採としての個人的共感・社会的目的としての， 同等の権利を持った

二人の男女の進歩的社会活動への参加のための相互的発達一一一これらが， 現代の家族の

理想、の一面である.不可避的基盤としての成人による子供の教育・倍人的欲求すなわち
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、、、、、、、
好きな職業の岳由選択としての教育事業のための教師の養成・社会的義務としての，未

来の人間の中における批判活動を為し得る思考と献身的事業を辞せぬ信念の発達一一こ

れが，同じ理想の他の一面である.かくして， El芳、的欲望に対する誠実な態度は， ~虚偽

IY，ifi妄の之化I'i')諸形態を排除しつつ，豆、考によって作り出され?、二新しい理741を， 家校

〔このずifJ;が維持されるなら;おの14Ip二提起する. この理:告は， そ，れまでの家扶のJ互理

J11のすべての長所を兵え， しカミも家 1jJ~ の i;虫同さを I~:JI支i二雑;与する Lのである. なぜな

ら， これは，科学的諸与件・正義の諸要ぷ・人棋のIlHI11((に立脚している泊、ら.

人知之化の初期に現われた他の欲求ー十n椛・相続・丹j益・ '')Ift Ii ¥Jの桁納依存関誌
手々のち搾多様な形態を日IJ)さした経済的保証の欲求を，取り iづデて7えよう.広汎な氏』完

封ifTが，計'rl'tないしwrnの保!窪のもとで， たがL、i二経汚(1ヲ;二読予する家政結子?に分解す
るや{C;;九一IlJHI!)/および多少とも棋:続iちな物資占取の初lJ)((J)ji.去カ‘ら， fI，'~人および家肢

の独占(1守な貯 11';長物の形成と保全についての配慮が必要 Lただちに作り /1¥された監社会の

flC ~、発注段階では，賃金を得る i可能性;上， f!.守人にほとんと保証されていなカるった.今日

江，狩fJil，掠奪， 良い気象条件が~ちb くの iもj のを f悲1隻主;件1号?する 11一}可i

L 、i山;日叫;日1， このような監物にはありつけな泊、った. ところが，今11;主むろんのことき明日も

明後日 ι生きなげればならなかった. 加うるに，家長の111;こは， 白分の食物を獲得で‘き
ない老人や f供述がL、た. f皮て干の生活のi呆えIEについて考えなければならなかヮた.最

も簡単で行理的な解決は， f也fl起り得る不b支功の場合にそなえて，成功した日に残った

分を貯えておくことであった.巧妙な狩猟家・辛:運な掠奪古ーは，将来における自分と自

分の家挨の保障のために，護得L得た物を全部自分のものにした. 1乏の獲{与した物

は， {度も彼の家扶もそれを利用し得なかった時にさえ， 伎の独占的な所有物とな

った.子供達も同じく，父親によって獲得された物の独占的所有者となり， このこと

;工，後等自身が自分で食物を定得Lf号るような場f?にさえも，生じた. 今後数日Ii号餓

死しないですむということを何人も保証 L得なかったほど，社会が1正い段P7rにあったおi

( 1， fl!守人とその家計:のjiZも緊要な!i行欲求の!l!乏を這カベ二jfさえるFZのf同人によるカ通点、る1.¥1・

杓の独，f:iも，ほとんど泣けがたいことであった. 各人;工，あらゆる子段を尽 Lて， 日分

と円分 i二身近;う、な ~'.;t を人'f らなげ，!l:ど/ならなβ、った. 人iiiiにとって，竺f目立11:1，昨・
の法lllJでは江かったに Lても，少くとも箆越的i.t[1IJであった. し点、 L，社会の状態は良

くなり始めた.将来のある期1mにわたる保証の 11]"能性が， ありとあらウる不?~lí ù)'事態に

よる誠減の可語性を凌?ちする段li告に主で，牧市と22:たが発注Lた. 獲得または相続さII

たすべてのものの独;1j;L 力、つてのち濯な時代にその独;与を正"IiiヒLt二必 f!'~ 'I''J:. の忌味を

史うと Ltニ.それにも力寸追わらず， この 11~ ， Li(t， その i王、弓な13、味をう;ったfをも心、太一，!(

の11~i二代に珂る H'nroi と L て， 止{ヒ((JiJ'Hi'tとして残存した. この司trt(土，改良さ .{lた技手[;j• 

奴;;長と ~tf f1rl í 人達のうÍHI) ・完全fヒさ Jl た掠 {fj~)j ~.去の防げをかりて，一つの陥没・ aつの長

[.J]・一つの末技し一人の人I1¥Jによる巨大な対物の独占をもたらした.独占的私有 il1'Pi'~ 

に '\'rl押し，少数のき[!杭 1~-jJf汗が多数の奴隷.}ffHJ1H人・乙 itにとり βもこま.hているところ

の経済的社会機構形態は， ここに起!大!する. ここでもわれわれは， この機構の詩的・宗

教的・形而上学的理想fヒに出会う'{言・者{与・掠奪・征服・世襲責挟・ lj日ぎったプルジ
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ョワジー;む 自己の歌い手・自己の理論家と議美者・自分達を守護するための自己の戒

律・吉分達を変える自己の聖歌を有していた. まったく同様に，禁欲主義は，ここでも

L 、っさいの財建・いっさいの経済的労働を否定し，神の名におげる乞食渡世の居侯根性

を発達させた.かかる機構の諸条件の自然的発達は， ここでは思考の批判に先行し，か

っ， これを促進した. より野蛮な機構からより文明的な社会に持ち込まれた掠奪と独占

の習震は，原始的な野蛮人の生活様式の諸要素一一万人の万人に対する闘争・このよう

な努力によって確課せんと努めたもの岳体の脆さ一一ーをも，そこに持ち込まねばならな

かった.在産宣族階級は，肉骨三iち・精神的に老弱化した. 1tM人および家族的な恩愛の情
によって財売は分割きれたが，家扶の成員達辻， 掠奪ーによって蓄積された富を無分別に

浪費し，より jj!1ぎった獲物を自分の手に入れるために， たがし、に掠め合い・たがL、に殺

し介った，国家は，神聖なる弘有財産をできる限り強奪した.鋲えた雇鈎人と乞食達

は，掠め得る物は1'11でも掠め取った.社会の機構は，外部方￥らの強烈なー突きが，ある

いは内部からの様発が，輝やかしい少数者の文明を吹き Jl~ばしてしまったほど，不安定

になった.加うるに，有産者相互の闘争が，彼等を次から次へと亡ぼした. この数時

代においては，独占有産者達iL 社会機構を強化するためには，軍隊・警察・年議・貧

民・経済危機の不誤IJの事態・等々に， 吉分達の財産の中からますます多くの部分を犠牲

にせざるを得ない状態にある. これらの壁史的事実を考察することによヮて，社会主義

の経済批判は発達し，ぜ、いたく三味に耽る独占者と寄生生活を送る禁欲主義者達に，ひ

としく打撃を与えている.批判的思考立，独占資本に対する団結した労換者の関争を組

織し，新たな経済的理想を打ち立てている.批判的思、考は，経済的提証の欲求を承認す

るが， しかし，前人の最も緊要な諸欲求を上廻るがごとき財物の独占を同時に必要とし

ないで，個人が保証されるような社会機構を要求する.欲求に対昆;する理想化(1， ここ

でも新しいものではない.それは，労働の理想化である. しかし，以前には，労働は，

資本の従11展な道具として・この世の法律や神の提の中に克られる挽く去の域従として・

人類の原罪に対する神秘的罰として理想化された.

社会主義は，労働者達の前に直った理想、を置く.それは./迂せずして得た資本に対す

る有益な生産的労織の信l争である.それは， 1動く者を保証する労働，かれの人間的発達
と政治的価{直をかれのために閉し、取る労働である.それは，野主人達のとヮた方法やW4

人による財物の独占に訴える必要なしに，生活上のあらゆる諸便宜を，そしてぜいたく

品さえを享受するところの労働である， なぜ、なら，生活土の諸便宜とぜ、いたく品は，万

人が手に入れ得るようになるから.

嘘妄の理想化と真の理想fヒの面で考察した基本的な諸欲求から，人間の歴史によって

作り出されたいっそう設雑な諸涼理に移ることにしよう.

書簡其の一一

樫史にJ5-ける民萩

土地・気候・君事:史的諸事情のさまざまな諸条件は， 発生を異にする品種族結合の子孫
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j主を，たい !!Ij の i~ iÍULの I!t で h~J立させる. 二 h らずべての結 f7;九大おう九万 i~- ，Y) ニュア

ンスだげを異にする同ーの百Jliを語り， ちすとも似通ヮι心理的傾向ヤ，若干モlI似しだ
芹官[と恒i可を右している.雪Jl.(史;土，過渡1'i':JJ{j F~pl'rの消滅 i二つれて， このようにして形成

予，tlj三集日を， 同様な{むのぷ耳J司とF三和する. 人口の;i;?ザiと;ミ北のw史的所売である竹
9t仕民族が形成される.工(;扶がfl.!ij}]1]{とするや汗?，:わら中る生物と同じように， V~ ð)~ に

とって生存続下がPli蛤さる，そしてそれに絞<，主!lJ:1に工， ~I:常 i二 ì i'í去をな ;~~I~七すなわ

ち， できる出り自己の生{{をマfjl .できる[良り白己の努力を拡大 l， J，¥-J閉めすべてをIl日

従させよ・できる限り他の l恭氏肢を肉体((J，政治的，精神的に略取させよ・と L寸志向

を次ぎ次ぎに伝えてゆく.民殺が精力(rせであt1 :まある日ど，民放におーの要求を主すi

ナ立派に遂行する.民殺が人間的であれ;五ある日ど，民民にとって最後の要JR;之主す主

す;意味をヲミなってゆく. 民投の県史的な役割:1，rH也の話料立を維持Lつつ抱の諸民政
に影~PJlt を与える能力によゥて決定 ~h る.

民肢は， I守:史と自然のJiJr!可と Lて， 主うだく TF斗iな原rrEである， しかL，I1hItVうのJm主!
fヒ:土， この偉大な原理さえも直ちi二昌己流i二作り変えた. いずれ治るの民枝が，歴史の所

与の時点に， 不可避的に人知の前進運動の現実的代表者ーとなづたが故に，全人知的思考、、
i二よ勺てf'r'1)出された種々の社会的理念、を種々の民族と同一視する理論が現われたI!計
民挨の照史の大部分が，相王者殺と相互腐敗のr!-lに過さ，hたが故に，嘘{為の愛国心の学

.~Jt一一--ft!!のあらゆる民政を腐敗させたL、という願望を， 国民が自己の美徳、と見なす学i註

一一ーが現われた.政治史におL、て， 民技の;京理がlf(要な?三割を演じたが故i二，土地を民

族別の領土に分割する政治理論が現われた.

これらの理論を点検してみよう.

L、す、，hカミの民族が，再ff与の点に!Y号Lて， 進歩の主要な活動計であるという思想・その

民政が， 人引の全般(r'-.Jなliij.i立運動の1ftで， あるJ'H:tDを実現Lているという思想・人知の
発達がその民民の勝手IJと!対速し進歩の途上;二h汗る人到の作品;:主たは長期;二jフたるf.';ι

!I'.が，その民挟の減亡と 1)~I.ì主 L てL、るという忠，む このような忠担は，一再ならず， f1f 

づ:にI~守する;与 λやi占F')'c の I!t に児三日、ら，rl る. 主要な諸氏肢の ìt"史 IYJ:主義全古I~~.:， 人制((J

J!ft'i"l:のH(々 のぷJlU念， 主たは， W~ 人((J fiiIi f1tlの'fiff々 の心mt(1''1 ，~r;' JJl.集と同一視するところの

思出家j主主え存在 Lてョおり Lかも，カミ，hらの中;二;土， きわめて非凡な才能セ有する人

人がL、る. これらの照史JW，;命に， どのような汁均的な芸j誌を{、1・11二L行るであろうか?

ιL， 19f'jーのII!j-代にお(十るある氏utJ叫白;寺山J~-f1 fP~ 人， ならびにこのl己佐のーと予と 'Lil~'

に一行けるきわめてiL LI すべき，[(1.fJ~ f廷が，そ，Itら士市i二共通する特徴 一これらの[1，守人が

一つのI:EI家的理念、に徹しており ，:t"[:と生活がこの理念の表現であるという共通のわ徴

ー をもヮていたということを，歴史的 zド実と兄な Lfするなら;乙要するに， もし，所

与の氏扶の珂念の'ITにその之IUJの一発民段階iことヮての汗}世I'!'J公式を克 IHL 件るなら

ば， liij ，ì主の，;!~11ft念i二f，t];，怠 L，それらに 1ft:要な!?実:とI'rヲ;三五をiiZみることができる. る}l:'X，

，n 1'， 1di主iた社会の之-，りJ(工， と、のlI!jfにi二ι， その I ， R~ iiiJ~ とその JR存 i下)，mJljf 念を1-J L てい

る，そして，社会(IZ;，話形態がfIバ人の全，(Mかな宅iEdプより良く iJ(i1主L，子士会がより{注全で

i) ，その主rVJが右全で点，IL;ιιるはど， この之i!)j;之主ず主ず九己全明確にその_Fltt念をJ<
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現する.もちろん， このような場合，所与の民族の丈明は，思想的中心として，飽の同

時代の諸員接や後続の諸時代に影響を与える，そして，その時代における所与の民族の

指導理念そのものが，社会的生活諸形態の中に正義をもたらし， かつ，諸個人の発達を

促進すればする弓ど， この影響はますます進歩的である. この最後の条件が満たされて

いるだげ，それだけ所与の民按がその時代の進歩の代表者であり，かつ，発達途上にお

ける人知の成功または存滞がこの民族の歴史的正命に関連をもヮている， とL六、得る.

しかし，氏挟の理念ということばは，通常， もっと大きな意義を有していると解され

ている. この理念、は，一定の時代にl設られるのではなくて，民校生活の全時代を一貫す

るもの，つまり，所与の民族の歴史全体を統合するものと，見なされている. このよう

な事実を思い措くには，三通りの様式が可詑である.

第ーに法，ある機構を有する文明が，あまりにも深く民族の諸官慣に同化したため

に，それが文化一一一人類学的表徴-ーに変わヮてしまづた， したがヮて，諸fjrr1人の思考

は， もはや社会生活の改善を考え出すことができなL、か， でなげれば，そもそもの初め

から社会的諸形態にすぐさま耳目従してしまう.tH:代は次ぎ次ぎに交替してゆく， しか

し，生活諸形態と指導的諸理念は，依然、として変わらない.換言すれば，完全な停滞が

支配し，社会の歴史は動物的ないとなみに変わってしまヮた. このような様式で理念の

実現を果すところの進歩的文明について語ることは，幾分奇妙なことである.つまりこ

のような状態に立ちいたった諸民族は， もはや入、額の発達に影響力をもっていない.何

人もそれらの足技に勝利を望まないし，何人もそれらの破滅を歎かない.それらは，生

き生きした諸要素を自己の中に目覚めさせ得ないかぎり， いずれかの滋樹たる民族と街

突する時に，歴史的死滅をとげる運命にある.

第こには，月号与の民該の歴史全体を指導するところの理念を， この民族の全成員に生

得のあるもの，つまり，彼等の頭脳構造に固有であり，かつ，全|生代の発達を条件づ

げるところの人類学的要素，と見なさなければならない，たとえ，文化の諸形態が種々

のi吐代にとヮてどれほど多種多様であろうとも， 種々のl止代における思考の発達ーがどれ

ほど広汎であろうとも， またその志考の逸脱がどれほど非現実的であろうとも.一一ーそ

うであるとすれぽ，民族を，人涼の人種的相迭のーっと見なさざるを得ない.諸1Ii~人

の頭!括的ないし心理的構造の共通性の要件iを， 彼手のた生がrrlJ-であるということの

中に探しぶめざるを得ない.換言すれぽ， この観点から見た民核的理念、は，人口のよ首般

によって形成された諸民族の中にだげ存在する.同一種岐に属する人々をよそにして

は，民族的理念、は考えられない.

しかし，一体どこに， このような需史的諸民族が存在しているであろうか2 現代の

ヨーロヅパでは， ドイツ人だiすが種族の同一性を主張できるヵ、もしれ会い， なぜ、なら，

その位すべての民族にあっては，種族の混?告が歴史的事実であるから. しかし， ドイツ

人においても，さまざまな種抜からなっていることは容易にわかる，そのためには， り

ーんの右名な菩書《国土と人間》を，ほんのちょっとのぞきさえすればよい.古代史に

おいては， ローマは混合民族であった. 多くの学苫は，ギリシャに関して， きわめて詰

用のおける諸資料に基づいて， 同ーのことを推定している.ベノレシャ文明は，本来， メ
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デイャ=ベノLシャ文明であった盆それより古い時代;土取り扱わないプjが良いき なぜな

ら， t十子:は， この問題に[主]して少 L で ~f言頼 lf'j今る n吉宗自 Jis を f'Jl るために子拐/)，りとなる

べきものをむしていない点るら. もし， いカミなる m~史上の L\!:!jtにも， 発生の同一一世:を確実

視することができなL、とすA1 : ;乙 ここに紅起き，{l ;;.ニ氏校IY)J'II，念の概念、は， 去、引一生を欠い

ている.

以後i二 [::J起を次のように:号えることができる.一極iたまに;ヱ何々の種改め 1mflt!i!人

が，司ーの風土i下J・経済的・之;化的諸条件の;忠告を受:テて， ある共通の心理(1/)傾向を一

ーその抱のすべての両では大いに多様性を有するが，一一-['1ごり iゴデる. 彼手のすべて

に共通なこれらの心理的傾向;しそれがどのような万wで佐{!?さ，{lょうとも，民政IY);'仁
科殊i生を形成する.それらが存在しない間二， 氏族も存在しない，それらが獲得される

や否や，その後の民民生活全般にわたヮて絶えず現われるところの特殊な理念のIjlに，

それらを)f式化ずることができる. 人主主の寧史i二及iます氏肢の影?主力i二見;じて，文、He.:の

Jlf!念もこの堅史の11';二織り込主，{Lる.氏民の勝利と滅亡;ヱ， その理念の l:7j揚主ナこは IJ，~1存

を将来する.一一この立JjまのよVJゐの諸命題辻もちろん許容することができる， 現に若干

の思想家達は，諸氏誌の心理現象の研究をすでに立己の課題としている L1)、L，11:];出

は，特殊な民族的傾向を不変的要素と元なしながら， それらの中にどの程度進歩的なも

のを認め得るか， ということにある.

もL， íl2~ 人生活と民族生活との比較が，両者の争様な諸過程の外面的制似のほかに，

'11Jらかの意義をむしているとすhば， f1f 1)ミI'J':Jな氏肢の生存全作が，足、宗する f¥lIilの生{(

全体に対応することを，認め得るであろう.発J主した個人が， 自己の存在に意味を与

え，昌己の力を量り， -1:の信念iこ徹し，生活の全目的を;立てて， この目的に従ヮて生

活L，時には外的な影響または内的な欲求ーのためi二この昌iねからそれはするが， この呂
(1サのIjl;二自己の全発達過程の統合と意味があると考えている場企がある. もし， この現

告に似たものが社会に存在L作るとするなら;乙次のように考えることができるであろ

う，す jなわち，忘る!時代に民民主品がu覚める， この意J識がi己反 (1ヲ発注の白 'j正 (I~JL11匂を

i'1: 1) 11 ¥す， Im fl，!~人 i 工このLì ，'()をJu;jミL， CJ J:i:(lヲな i亡!j)~tlヲ H 的 i二対する jJ~i ~ ， 1)説明を 'r1J~ ，ì 主

i二伝える， rfR:i主;!， ~îJ じように 11司・の理念、に徹していjーの日 (1ヲを析しい '1 1'í 多?の 11 1

で)Q;]:Lてゆく.点、くして， W，i人のたj主力が老一氏のためにil81渇するように， ?L二?のをb主

力が;11/，¥iιずるカミ， Jうるし、，;.t， 1，11 I "，{また;土器，))j)'~ W'l人の生命を奪うように， !??1!と[i守fi)';:I，'Jが
氏肢を粉砕する主では， このよう ;'c;!J~態が l' I~ 代カミら 1": 代へ k~)c ~、てら戸く.一ー しβ.l，

このような比t乾幻笠!である. 丹~:Iど，'jヲ舞台へのなよ誌のli'j機・ r}2(1γ七五九叶|!j出J• ?I~' 

%にi，:I;)ちにII~í: fに・ i新利主の 7青山の尚一代が成亡したどの氏 Ij)~;二も存在 Lたということだ

げが， W~ 人の生活と民肢の 'tì出二共通ずるものである.それ以外;ヱ一一全 /1己主う. 'tJljI 

1戸~，工， 人|討のよ号fTにほ， ilfi ~I己を幼児己主主させる作用それ主体が， どのよう;二して幼

吃を成人 i二1E，d，:ーさせ，ま冬iこは主人を不 Ilj'，iUiiYJ，な迂に追いヤる;うミを， H'f ;J~するであ，ろ

う.社会のjLif? にほ， H点、二，Ìlに ~;n した貯釈を施そうと L てこ)t主で iこなされというさ

L、の全同(1，::JI千十戸河内なものと断主されな[十，tlゴならない. })11うるに，れ;会の経史的't

{(の111には， 長密/:cmf以iこもか方、わらず， 子(1長と EUの11tj iにとj
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諸現象が，時には何度か繰り返される.堅史的社会の死i二関していえば，歴史は，それ

らの岳然、な死滅を知らない，知っているのは， ある諸氏挟の抱の諸民族による多くの殺

りくだけである.それ故に，歴史との民疾は， 自然、に死滅し得るであろうか? 一一ーと

いうnu題でさえ，解決されていると見なすことはできない. したがって，生まれおちて
後，時には何度か若返ったり老衰したりして，大てい{再黙な出来事にぶつかヮて卓三1

な機会に死亡するf詩人を仮定し，この{詩人と民族を比較した方が，より正しいであろ

う. だが， このような個人は，幻想の領域にしか存在してL、ない.

民族(1ヲ理念を色覚(1守伝統として一位代から次の世代へ伝えるということを認容するの

は，さらにいっそう幻想的である.いかなる霊史的民設に関しでも，ある理念の自覚的

f云統の投影を指指し，かつ，何らかの科学的事実に類するものによってその指摘を裏づ

けた者は，かつて一人もいなかった. この書笥の始めに考察したように，所与の民族の

諸陀代は，きわめて非理念的な一つの志向だけを次ぎ次ぎに伝えてゆく.その諸要求は，

あらゆる民族に共通するものであるが，何らの理念をも含んでいない.それは， 自然的

生存競争に他ならない. これらの要求は，野獣を支配し，人間対野獣の関争において人

間を支配し，原始人相互の闘争においてかれらを支配した，そして，現在は諸民族問の

闘争においてそれらを支配している. これらの要求の中には，進歩的なものはまヮたく

存在しない. もちろん，個人間の関手がなければ，それに続く進歩もおそらく存在しな

かヮたで、あろう，民族問の闘争がなければ，丈拐の成果はおそらく普遍fヒレ拡大しな

かづたで、あろう. しかし，進歩の原理に必要不可欠な諸条件は， まだ進歩ではない，民

族問の闘争の伝統は，それら相互のより正しし、諸関係の理解一一この理解をまヮてはじ

めて闘争力二中止され，諸民族全体の進歩が始主るーーに先行するだけである.

民族的理念の自覚的伝統を除けば，ある不変の理念的志向の意識的なi主代伝達を，認

めさえすれlまよい.一ーしかし，実際にこのような志向を証明する可能性があるだろう

か? 二つの明白に歴史的な民族を例にとろう，それらの一つに関していえば，種族的

ら7Jー性を認めることが可能でさえある妻 もづとも， この民誌の出現がきわめて古いため

に 11:]起の完全に科学的な解決は不可能であるが.

ユダヤ人は，少数であるにもかかわらず，古代に康史的な役割を演じ，中t1tヨーロッ

パでも，やはつ犀史的な役割を演じた.彼等は，現代においても歴史的意義を失って

いない，それ故iこ，ある著作家達は， 40年代末のドイツの革命的諸動乱を，多数の居留

ユダ、ヤ人のドイツ社会に与えた影響と関連させた.ユダヤ人の社会主義者達の名前は，

科学の年代J己，ならびにそれに続く全時期の社会的動乱の年代記の中に， 消し去りがた

いほどたくさん書き込まれているので， 彼等の影響力を否定することは不μJ能であり，

この影響力を後等の民族から完全に切り離すことはとうてい許されない.最近 10年

間のユダヤ人排元運動そのものが病的な形で表現しているのは， ユダヤ人が特珠な統ー

を保ちながら，ともかくも現代社会の最も本質的な諸機能に影響を及ぼす社会的な力で

あることを認め，かれらを敵と見なしていることである.←ーだが， 最初のエノレサレム

没落時代の子三岳述， '11 1ftの神硲7717学長造，ユダヤ律法学 ?;-j~ ， アグエロスの翻沢吾注，

現代のハイネ， ロスチャイノレド， マイエノレベーノレ， マルクス， ラッサーノレが，歴史の'l.l
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ではーの理念を担心したなどということを，来してーi説たりとも認容できるであろう

か? にもかかわらず， fj二殊性とi.三統の力がユダヤ人より顕著であヮた民肢は， まだ{(

~Ú: しな L ¥ 

第三の例としてフランスをあげよう， ここでは詑'，'(上，せめてその!事史の外IIIIに表わ

れてレる苦 rの特徴だけでも探 LIHしてλ ょう， もちろん，故近では， yj-政i'l''.llt-'央itl主
化の傾i与を， このような:日二鼓と考えることができるであろう. r司氏公会， 21治家j主3 お
よびナホレオン三位は， この}Aγ芝、i意見をliiJじくした.政治家述は， I司京行政をIj'央{よ1主

化した.大学教授速は， 教古を中央立i権iとした. フナーギュスト・コント;ヱ， 自己の実，Ut:

(1甘えi数の劫:-j'-を治、りて， 思想とうjιのL、ゥきいの現象を1[1央官;祐dヒしようと欲した. も
L， 多fA初jミな11え近の党派に共通するこの持設が <<民』主的理念》の要点でなL、なら;工，

われわれはHら方通のより特徴的なものを，おそらくえ11¥さないであんう. L カ￥ L， 、り

たい，iH::が，封建~!J1jのフランスの 'll に， この特設をお5し求めたて、あろうカミ"? L iうミも， フ

ランス氏自Jが封建時代iこすでι村珠fヒしていたことを，認めなレわけ1こはゆ点、ないの
だ.一一プランス;之~，'f:が， /(t l 、がたい!ι?寺をヨーロ、ソ/'¥二7，えた手足つん過の!日d貯を11えり1-.

(子てj..えよう_ 12t止ま己iこは， j:IJるT9fで開放されたrtl Iり:フランス主主'h，i与がある. 1:~ およ 0:

14 !Il:紀におげるパリ一大'予のスコラ刊下自主ば，ヨーロツハの教師iであッf二. 17UUj':己ぴ7

4tf廷詩人達i主，またも終倣t;-.i主を克1+¥した、 18!!尚己の百件全古が，次ぎにヨーロ、ソハのJど、

11を支配した. これらの四つの1I!j: iにを比il立してλ ょう， ついでに， おそらくそ，れ ほど、 t~L;

';M;ij) をもたなカミ℃た訴しいフランスの ~J~?己主義とJJi京 L去の時代を， そttらiニ{七lJJll え

てみよう. 多少とも人烈の発達に影響を及ぶしたフランス思想のこれらすべての発展段

階のr+lに，技々はどのような共通の姥念を晃出すであろうカ為?十一ーも L， 主ヮfこく不自
然な三じっげを11i~~すべきであるとするならば， フランス!己主!の歴史的建民全{ぶこ共通

ないう色、の理二念をも恒否せざるを得f's:.¥， 、であろう. 一一フランスならこ)q二抱の諸民肢

のその他のいちじるしい，;~特徴についても，それらがどのようなものであるにせよ，

主ヮたく li立様のことがL、える. 手1Jらカるの氏佐の!芋史全体を尽く共通の理念、は， まゥたく

存在しない.

かくして，民伎的理念と認め件るものは， どうやら，ある民族ないしある国家の之IVJ

のためのー叫:的な普通的公式の立j主だげになる.所主-の氏技;人共通の心理的傾向とJW

Iだの，if，-'/i:n二に基づ、いて，その一存在のあるIt刊にに， その之iリ!の性1'liこ!ムじて， HらかのJlH
念の顕著な代表告と J云ることができる したがうて主た， この丹!念の名におL、て， 人初

iどの ιちるntj'JtJJ;こ，進歩的ないしは!之助(!せな活ぬきの)lIJIFlで， 一定の設置を占めることが

で、きる.

批、下判判ド刊刊|リJ:は主， JIH守型H念とi氏亡挟とをi川Iイd一色視Lずるi咋bり比J主U五υιi;偽iZ為<-']のJ陀i司宅tL色liヒを才打打r破したJ冷う込らiに二二;L この;垢託ボ以抑Lな.1'1叩iドi
υの)JI里E立忠:1化とiに二}JI向斗を半転転よぷ;じな:汁t;r れL;ばば工工、ならなLい、. 薙カミiニ11;:々が JZ祭しによ うに， 民政a，
、、、、、、、、、、、
その本目ーそのものから Lて，進歩的理念の代表計・進歩の機関で;主九六、が， そ;h;こなり

得るnfÍì~'l生だ;十はもゥている.そうであるなら;乙民枝という原理の立の理芝!化:土，い
、、、

かに Lてこの可能性が実況され件るカミ七指摘することに仔してL、なit.fLl工、ならない.

第九の，ti:ii¥'iの 1I命j主i二主主づいて， 設々は容誌に次のごとく結 11告するであろうきすな
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わち， r9r与の U~j:fにに所与の氏肢の文明を一貫する理念がし、かなるものであるにせよ， も

し氏肢があまりにも長く同ーの理念の代表者であり続けるならば， 必然I'!守に進歩的活動

家から反動的活動家に変わるか，でなければ，その逆のJJi象が起るであろう，なぜなら，

どのような理念、にも永遠に進歩的であるという独占権を認め得ないから.他方では. [11j 

ーの民族が，その歴史の流れの中で，次ぎ次ぎに種々の理念、の代表者iこなり得ること

を，攻々は先ほど考察したばかりである.民集は，時には進歩的理念、のための運動の先

頭に立つであろう， また，他の時期iこは. iJljな理念がその旗印に掲げられ， きわめて反

動的な形で‘入期に影響を及ぼすであろう.

それ故に，所与の民族は，いったん身につけた理念、を頑強にi孟i守したり， 自己の指導

的諸原理を変えたっすれば，進歩的活動家としての地位を失う場合もあり得る.思考の

分野における保守主義と革命は， まだそれ自体では共に進歩を探証するものではない.

進歩的活動家の役割を担って歴史にJ1:まるためには， いうたんこのような意義を獲得し

た民族はきその指導理念が現在どの程度進歩的かと L寸問題を，新しい倍況・薪しい要

求・新しい忠;忠で龍えず点検しながら，この理念、をある時まで田守しなければならなL、c

民族は， 同一目的の指導理念を変えながら，さらにまた次ぎのごとき諸原理一一一担人に

最良の発達を約束 L. かつ，社会的諸形態における最も完全な正義の拡大を約束するも

のとして，進歩のために自己の訣 I~IJ に掲げなければならないところの諸原理一一ーを， も

ヮばら人訟の現代的要求と現代的:l]，:rBの批判からくみ取らなげればならない.

恵まれた情況のもとにあれば， あらゆる民族が歴史的な進歩の推進者になり得るとい

うことは，これによって明らかである.民族が人鋲の現代的要求をより良く理解し，自

己の文化の諸形態と思想の表現の中にそれらの要求をより完全に具体化すればする詰

ど， この歴史的命題の達成は，その民族にと勺てますます確実なものになるであろう.

もちろん，この際に，私が第三の書簡で語った若干の条件が，社会機構の中に存

在していなけれぽならない，一一ーすなわち，社会的環境が， 信人における独自の信念、の

発達を許容し奨励しなければならない.学者や思想家が真理と正義の表現とみなす諸

命題を発表し得る可能性が彼等になければならない.社会的諸形態は， それが真理と正

義の表現でなくなづたことが判明するや否や，それらの変革を認容するものでなければ

ならない.これらの条件をぬきにすれば，民族の進歩に関する歴史的意義は，まったく

の偶然にひとしい，なぜ、なら，民族それ自体が抽象的なものであり，民疾がfriJかを理解

しているとか， または具現化しているとカパ、うように， ただ比除(jせにそれについて語る

ことができるだけだから.実際は， これまでの書鵠で述べたように，進歩の唯一の活動

家である諸個人だけが，理解したり，兵現化したりできるので忘る.かれらだけが，白

分達の屈している民族を，人組の進歩的要素にしたり，その民法に反動的な性質を{、j-与

したりできるのである.

それ設に，真に民族的な伺人の愛国心i土， 自己の民族の自然的要求を，全人類的な進

歩の要求の批判的理解によヮて意味づけることにある.先ほどわたくしは民族の三つの

白熱的志向を指指した， しかし，それらの意義は合理的批判の前では異ってくる.

白己の民族を特珠なhll立的統一体として維持しようとする要求法， まヮたく:正当であ
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る瓦ぜなら， この要ょk:，t，次ぎのこときよ，C1J←一人r:¥jv)r;ずる 1'H怠・彼の iihる，-;

Iili-伐の立てる生j吊11rliが，未来の生きた要ぶとなることを!鋭いき カゐつ， 人主1lの進歩

の iJ15要求 i ニ }，è.~ じて，それらが死に絶えることなく生支 ;h é交わってゆくことを諒i うとこら

の，L:IふJ----i二台致するからである.自己の氏肢の維持を拒討する権利を白ずるのは， β通

れの民伎がり誌ないし反動の!京jRを不可分の要主と Lて包含 L，ヵ、つ，そAl;~')ら免 At f'，]ー

ないということを，舶~f3 した ('d~(tである. Lカミ L， こ JLI)~できないド~ lj)(が I;'~ Lてある

だろうカ''"!

f告の i出1-\:肢の Ji1~l" I~I: をは殺し， そ，れらを務改させようとする，よ~';lj (1， )よ進歩的な 'lì: 'j~

である. このよう之j主主!を立てる人的j(土愛国λと呼ばれる桔:利を少しも持っていな

い，それは，社会的/r.人間主化を11'~群 iせいし手詳の習院になぞらえて， その利益をi記く

人II¥Jが， 人!日l'YJな忠F41家と呼ぼれる権利をよ子ヮてしないのと全く日じである. このよう

なくく愛If~l f~' 述》は，民族のbJeflJに泥をitり， カミつ， tlil18の人民に野獣のわずIをJ97せ，進

歩のi!fil'JJ京となることを妨げて，主I訟(¥守主たは無忌u!釘j'J;二日己の民政を町議させる.11

名なε/:'tIJ<<カノレタゴi戒すべ L.'>>と 11n えた古代ローマの監宝;~'ry カトン iL このよう，云

《愛!l':1)怜であったれその誌のローマの用~~が証明JL て L 、るように， 六ち数のローマdi

氏は， カノレタゴの滅亡方通ら道徳的・政治的にほとんど作るところがなく， その?をただち

にあらわれたローマ人達の以賄は，ユグノLタをさえ173嘆せしめ， f世:干のdil己;意識i主， 多

くのfJiýJiにおける絵手・血i'7~JLの;s故騒ぎ・主長寺11;iJ政治となヮて表われた， 60 年代の

ロシヤでこのような r愛国 a心》の民間となぺたのは， :lfl;5:さかんにはこ;くこりJ元Utの存を
， jl~h歌している《カトコフ的之学》である.

ri~' {l会の i己 Ij~~ の旦:、定!の中に最大の YrJftl をもたらすがよい， その社会的活形態の機構のIjl

に故たの正義をもたらすがよい，そうすれば，ぷιーのよ己抜は，立突の内字予をもヮた!巳
:tU • ir:誌にカミなった社会的議形態のぜIIでより寄りている的の主氏技と， 恐，hることなく
}， iをならべることができる.そJ，t;;t，告のよ丹氏佐iニ:王手!?を及、正すであろう. それは，地

内沼氏肢を腐敗させ，それら佐自の歴史的生命を奪う必要を惑ぜず， L Jミも，それらを

精神的に出従させるであろう.立の愛国者は皆， このような影詐・このようなIJ日花

を版唱する権利がある，誌は註II言のこのような主主を渇空する丘町i有権利を持づてい

る fをは， 自己の氏肢の住民肢に付するこの隆史的侵むを， 全力をあ:子て促進する権利

をJ、トコている，なぜなら，誌はそうすることによって， 人組の.atJ与をも促進ずるから.
進歩は， JH詩人的な過程ではない.誰かが，進歩の諮問iこならな;汁t:どならない. H~:ノ

カ込の氏肢が，所与の時代に，他民政に先んじて， より長くより完全な主 5)) の代去 ~-i二午

らJなげ，fL(よならないし，また， /r. i) f'、?るのである.ftの受iFlt;，(主，絞めi己践がこのよ

うな代表計であ/コてほしし毛と阪空し， J7hつまた， u 己のi己~>~のこの!前七[，')忌j立、二 (úiIl\ L 

ょうとl成(L:nL 得るし， また，出i引しなけれ i 工ならない~'Gの愛 k豆j X'¥i， 自己のi己肢の主

化にき より訪れ、知哉と }lIlf~平合 f.): ち，泊、つ， 自己の 11百祐弘主達の!昌一考や行動様式を， より

引見に体f'JLf!Jるが伎に， 被は全人知的な日f'i H 的を追求しながらも，やはり愛P~lX とし

て!Lることができる， (i J1J!. (1ヲ妥国心~.t， 自己のl-\;核独自の，;fI ~Y散をできるだ;十引なう

ことなく， 白己の民民を人の進歩の位も佐々なi/i:l!hr;-;こしょっとする dよ':I[七二{{して L、
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る.

このために， fLの愛昆者は，弘治冶iHニ，i長ヮたように， 社会の進歩的発達iこ不可欠の社

会機構の諸条件を，まず自分の祖国に付与しようと努めるであろう.彼は， 自分の同国

人たちの中に，衛生ーと・物質上の諸便宜を， 出来るだけ法くゆきわたらせようと努力す

るであろう.彼は，批判的な理解・科学的な物の見方・正義の諾要求を高く渇げた社会

的諸理品の祖国にお;する立伝家となるであろう.誌は，改良主義運動ないし革命運動の

活動的な参加者となり， {同人が強国な信念を大L、に福養 L擁護することのIB来る可詑性

をき彼の祖国の政治・経済機構の中にもたらそうと努めるであろう.彼は， 忠、五!の告

白・言論の自由の味方となり，時代おくれの法律ゃ;!jljf支をより完全なものに変えやすく

するような社会契約の諸形態に味)jするであろう. さらに彼は，科学と正義の現代的諸

課題を，最も良く理辞しようと志すであろう.最後に，設は，自公の力量iこ応じて，現

代の諸民族のrf-1で自分の祖国を科学と正義の位向の代表者にしようと努力する. これら

の志向がない所には，愛国心は存在しない，存在するのは，思カミな読舌家たち・干IJ己的

な政論家たち・あるいは人間の獣欲の打算的な利用者・たちが迂っている愛国心の仮出だ

けである.

もし今かりに，支配:者ーたちの偶然iねな利古関係によって， あるレはまた，相互絶滅の

動物的原理によって， JA"D亡挟の衝突が起らないものとすれば， 民政I~':J要ぅjJ; の進歩に:.J:亡、:子

る意義についてのおj題は， ここで、終ヮてしまうであろう. Lかし，今あげた事情は，民

族組織の強自さと物資力にき歴史的な意義を付与している.民族の問題は，実際面で国

家の問題を生ぜしめる.

占簡其の一二

契約と法律

契約が画家の基礎であるか，それとも， 国家が契約に先行するかということについて

は，大いに論争が交されてきた.互に何の関{系もない半獣人たちが，一一我々は契

約を作って国家の中で生活した方が良いだろう，そうしてみようじゃあないか一一と突

か;考えっし、た.皆が朱った， どうしたら一番良いかと Lづ問題の討議を始めた.問題は

解決され，国家が作られた.竪史学派は， 国家の成立をこのように想定した理論家たち

を，大いに噌笑してきた.このような意識的契約が， 結*1ちにそれからと円然生じてくる
あらゆることを前提にしているということを，堅史学派は明白に証明した.だが， と';h

ほどこれが明白であろうとも，国家の特徴的な佐賀一一すなわち， 国家機儲を維持する

ための国家成員の法律的義務，および，これを進んで版行しようと Lない苦を持来する

法制甘義務一一a，それほどはヮきりきわ立っていた. したがって， ここでは，国家成
員全部を結びつける訴の現実的ないし擬制的契約が予想される.法律が，この契約の表

現である.これら二つの諒理それ自非が，非常に重要世を有しており，かつまた，実に

しぼしぼ嘘妄の理想化にさらされているから， 在、は最初にそれらを特別に考察 L，その

後で国家に関する問題に移った方が良いと思う.
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きわめて小純な最初の思考のあらわhの一つは， 未来についての担忠である. n;~1 人が

より良き未来を確保するたゐの方法を熟慮し始めるtPi. f)支の幼年i時代は終りを告げる.

社会と{詩人の発達の比較一一非常によく用いられ， しカミも，非常に不正確なこの比較

を， もL1i1Jらカるの意味で社会に適用することが<I干さALるとすれば， 社会の幼年rHffには，

人々 の!I'dに契約の基礎が確立されるときに終りを告;干るということが出来る.

人々は，契約によって，不測の三拝態カミらriIj1スて身を守ろうと努める.変わりやすL、wυ¥
の立J主・ ihi、!なされるはずの最も好都台で官益な最長のことがヨて外れになるポiE性・
万ーの j品??の実力行使または，j~~1号の必要などの代川二， 一多少とも自完的i二受げ入れ

た義務がWil人iニ生じてくる. 人!日H工、白ヵ、らe1己の未来を拘点する.Ll i二見え之L、満iろ L

い;神々が，現1:11:と来1ftにお(十る懲誌によって，契約を保護する'(.よ-律による一明現実的

な懲:iijが，契約を保護する.約宋 Lt二人!日iの[f、JI存白呼心・ fl汗心が， 契約を抹護する.

この方法{土， ~Iミ 4吊に効~[下jなものであうたと考えなげれ(どならない， Hi主なら思想家
/こちは社会的ぷ形態の大部分に契約のl示Jfllを現実的ない L民;111J'Y)kニ.IlA現しようと努めf二

点、ら ι主しあう汚釘の肉体(¥ヲな?塁:{i:(二i土. rll L亡の|主主d求心之、jする関係とまゥJこく IliJじ上
うに， この)京J聖が通用された.ユダヤ人にらは，宗教生活・エホパのf芸科jさえも，彼守:

の神とその神によって選ぽ.fLtニ氏肢との11'dの契約の形で考えることを， 通、Llであると見

なし/二.

本、I~ の所;之，契約は JUJ1経消 i ド)IJ:: I示llHである， fnJ 11止なら， 尽かり為のま，n粋iニ[1¥:1'1''1比
較は，数字的与量;が千五在 Lている所iこだ汁可能であ:入 社会的諸境すとのrf1で;む経済的

なそれだげがu百ifl{f算定の尺度を1.j:ヮているカミら. ri'f Utliされ詰るものだけが，等部iで、あり

得る.等{闘を決定で、きない所ーでは，契約;工討に探~!J1jである， 何故なら，契約i 之去 If~でな
L 、から.契約は，ある尽力行為に対して他の|司手なそれがなされることを前提と Lてい

る.それゆえに，契約は Q子 11立i され件る -LJJのものに完全に適用され得る ~LlZI 々交換;・
労働と賃鋲の交換は，最も単純な場合である， しカミL， これらにおいでさえも，進歩的

現袋と;泣んで退歩的現象が現われている. これらの場合にも， 人itりが人1mを搾取するこ
と・ 1同人が力と富の独占のためにf也人の1)と富を治キEさせることが 11干脊さhている.

二人の{同人 JJ~ ， 商品 fi百j{[奇・労資の役割についてや!芋の認識を持うている場企，再者が日
手i二交換せざるを得ない場合， II[ij告が契約に片して同手i二誠実な態立を取る場合， この

ようなよ弘行にだけ契約は公正である. しカ￥ L， このようなよ恭介は稀である， もLあると

すれば，形式的な契約の必要は全たなし、であるう.契約ほ， ~tJ~ 11誌に斗ーする武器・ IE;立に

斗する式出と見なさなけれi正ならない. しかし， この種の止に{{f{:，工主 ;Jよ!ねな忌i朱で強(';.

から ~~J {;. ~誌護するためにだ;十必要である， {'IJはなら， 強 Ei土自己の力によってすでに

Hklh~li と rt:;立ヵ、ら{呆，iÙ:ーさ.tLている治、ら • i.t律家が丘~rlt;二n:'i~ 、人と契約を主主ぶ助会，忠いが
げないj主得条項i二よヲて， 後で契約'31-i: f'i'を凶らせるような表現を契約のiドに入れてお

くの~J.， i走者である:喜がない.資本家一工場主がプロレタリヤ-'Jj働者と契約を結ぶ場
fh庄迫は資本家側からしか起り作ない.それゆえに， 契約は，強芸1JUJの勝 Fな賃鋲の

変~rtカミら必苦を{是護する場合にだけ， 進歩的な原理である.ジ~ilj託・全日日;主・ 'tZ の点でまさ

っている片が，そ.tLらの};f¥で劣っている告と契約を手ん
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すべて前者が負わなけれぽならない.後者は， 自己に課された契約条項を理解し評価で

きないことがあり， また，それを同連ーできないことがある，そしていっさいのこのよう

な事院が，契約の公正を岐壊し，その道徳的な力までも誤っている.社会から克れば，

契約の履行は，社会の秩序・国家のi去律・神聖な習慣を維持するために干主要であるかも

しれない， しかし，決して公正ではない.

まったく評価する余地のない尽力行為， またはL寸、なるfllli組によっても捌われない尽

力行為を，契約が，契約者双方または一方に要求する場合は，それは進歩的発注のdfi:条

件からくつまり，公正の諸条件から〉ますます遠去かる.第一の場合は，契約を取り交

す活動領域全体に経済的要素が普及していない}丸 またはこの活動にまゥたく無縁な所

で、は，手!Jる所に現われる.正常な人間関係がありさえすれば，愛{育・友情・首頼・尊敬

などに発する一切の行為は， 自尊心のある人々のi誌では，決して義務的約束に基いてな

される筈がない， したがって，一一一契約の対象となり得ない.第二の場合山契約が契

約者の全生涯，または，非常に長い生涯にわたって効力をもっときに現われる， したがっ

て， この長い期間に関しては，どれほど理性的判断を働かせても，将来のありとあらゆ

る{吉況の組合せは， とうてい予測できない.ここでは， 話われない尽力行為を約京する

去は，約束を受(十取る者と同じぐらい正しくない.これは， 空想的な観念一一私は，今

日望んでいることを，明日もまた望むで、あるう，私は，今日の状態を，そのまま全生涯

にわたって続けるであろう， とL、う観念一ーに影響されて生ずる.経済上の約束の場合

には，速い将来に対ーするこのような立通しは，克服しがたい困難ではない.尽力行為の

価値が変っても，金銭単位の価値も変る，そして，多数のかかる約束を取り交す諸個人に

とって，一方の損失はしばしば能方の利益によヮて均衡が保たれ，このことが，適時にな

された尽力行為の巨大な経済的;意義とともに， 時にはし、っさいの危険を償っている. し

かし，評価ーする余地のない尽力行為の場合には，そうではない. 評価の客観的単位がな

L 、から，一一ーしたがヮて， 抱の等{函物と交換する可能性がなL、から，一一一これらの評価

し得ない尽力行為は，道語、的な意味で個人の内的信念だけを拠り所にしている.信念と

一致する行為だけが，道徳的である.信念にしたがって行なわれる諸行為だけを，個人

の発達的要素と見なすことが出来る.しかし，契約は，私がそれに署名したときは私の

告念と一致していたが，実行する段になゥて一致しなくなるような行為を，私に要求す

ることもある.名誉心は，契約の援行をうながす， 私はそれを履行するが，私の行為は

非良心的・偽善的なものになる.愛清の表現・友情故の献身・権力と法律iこ対する敬意、

の表暁・宗教的儀式の実践は，愛情がまだ存在していないか， あるいはすでに存在して

いない時・憐閣または軽蔑が友信にとヮて代った時・権力が忌わしい明となり，法律が

明かに不公正なものになヮた時・儀式の魔111iI(Jせないし神揺i切な力に対する詰仰が{i'jえ失

せたときには，非良心的・偽善的である. これらの行為は非良心(1ヲである，何故なら，

私は約束不震行に関する自飽の批難から免がれる権利を，それらの行為によヮて購って

いるに過ぎないから，これらの行為は誌善的である，何故なら，私が約束をとり決めた

通りに一一つまり，岳分の意志によってー十それを履行すると L寸不文律が，いっさいの

かかる契約の前提となゥているのに，在、は良心に叛いてこの約束を履行ーするから. fL~ 主
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不本志にも突約の履行-七自られ ζL‘るが，進んでそ，hを民uすることが11¥:長ない， この
ような局 f? の不近徳行為の~!( [J:;工，契約の版uを要求する広にあるのであってき在、iこは
主いのだと友 I~Jすh:i， この民主を1111廷できるではない方、と， 人々はL、うであろう‘だ

が， これは単なる産指と}(;-えなげればならない. もちろん， )¥: t:日前内な結束を履行した

くよぷ、とレうことが表明さ，1 l ているときに，その li~~ j-を要求する者;L 犯罪主-と見な L

亡よい L， まと，凡なさなけれも工¥云らない.従は，不近誌で下劣な行為を要求する， L 

たがって一律白身が不透誌で卑/1;な人!日jである_ L泊ミ L，f虫人の?fう犯罪行為は，在、

が::)fを犯していることを:意識L，かっ， とも治ミくも買:をmLているfl七あるいはま，七，

fムが長以jヲてならないものを長切っているということを意I議しているときには， 自分の

罪を少しも減少しはしない.自己の行為の道世;的i主任を能人i二転嫁するこ告は， 自分自身

を機械と吋亡段階にI]1きnfる，機械だけがその行為に主任をもたない. Lかし，自己
、、、、、

を機械の段階に引き下げること(1， 信念、 i二反ずる行為によって自己の人日立(I~J 白状を長 VJ

るのに劣らないほど，下劣なことである.ここでは， 契約そのものにすでに把罪が含ま

れているー誠実と不変の条件を訳本とする所の将来の尽力行為生要ぷする一切の契約

;λ それ自体が道能的に見て犯罪的である. 人々 i土，臼すたちの今日の愛情またほ友Iff

のX-，j-f，去が，そのL寸"'，iuこもfltlilなくなる Jうるもしれないし， 主た， 自分たち臼与もをつて

Lまうかもしれ与いのに， もうばら白己偽議にようて， 幾分泣い将来のk.lli'主たは受信

を約点したり，それらi二社Lじするh為を約点したりする. 友情ヤ愛情i二足く行為が， も

L 点守1な感情力、らではなく， q:í_:二約~の宗14i 去と L てなされるのであれば，非常に不近徳

である.常~1;iJ[哀の国家権力の支記に吋 L て ~II 従を約束するのは，そ，h らの支配が将来と

うなる方、を主ヮたく知っていない場fTIP， そhらを点検することなく，それらにi岳き方通

汁ることの出来ないよ話会には， まったく li司誌に担罪的である.

もちろん，全生涯ない Lば不定のi主い将来を義務づけるJ君主ヲの場fドヱ主事の継続的

反覆がその一時的実行よりitlL、のに比例して，その不道徳性そのものもまず主す倍加す

る.fEl事の一時的実(-j-Lt，ーたんなさhj~こ不道定行為を有益な活動で tt't~ 、たいと願う所

の人lii]を，向上させる契機ともなり何る_ L力、L321事の継続的反覆;L 思を宵'tf!~二支

え， 人|況の道法的感受注を麻11干させる，そして， 彼を機械の段陪に引き下:干るだけでな

く， 主体性のなL、機織的活動を生活全体主 i三はその一部の理想として誌に提示する.こ

れは，科に二つの損1:u長一 一それらから!誌にあ;子七例を耳元ゥたーに適用され持会る.愛i撃

を全生涯にわたヮて売ることiんたとえそれが教会と法葎iこよゥて神聖化さ;hていよう

とも，やはり下劣なことである.点検さ 4れない無制限の権力を自発(!'J~ニ支持するのは，

やはり小五倍、でむ宍/三二とで忘る コj:教がj長式を1rうことは，それをfSじない自にとづ
て(九千i 之り I:n;存の位設である.これら的セの Jfr- 形態 i 二行;ナる JJ~i長 IYJ な設従と J立徳IY:Jな

主従は，去る/うーる人1111(i':J ftfli 11[( U)ド主の自然!':':Jなあらわれで、ある. 日高知人の生活の大出すを

義務的な契約で拘束する社会は， W視の;¥JU定に精励すれiまするほど， ますます!之助と自

滅の主要ぷを自己の中にもたらす.

かく Lて，社会生活の最も軍要な諸要ぷl-flの一つであり，かつ最も単純で確かに最も

むよ主なそのあらわれの一つである所の史的.之， もし白己のIE~'í な範 ~tìから逸脱するなら
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ば，恐るべき破壊的な思となる.社会の生活には，契約が唯一の救である時期が存在す

る.契約が非常に堪えがたいi閥となる時期も存在する.

個々人の活動の中に， これと類似したものを見出すことが出来る.若い人IIJJは，将来

のために自己の現在をよく考えることに習熟し， 自己の言動を考量することに習熟する

時期を，体験Lなければならない. しかし， この獲得された習慣は， 成人Lて後の活動

の基本となってはならない，それは単なる一要素としてこの活動に合まれる.単に慎電

な人間は，n忠病者になる，決断力に欠けているために， 彼は好L、機会を逃す，時々彼は
冒険によるよりも臆病によヮて自分をそこなう，揚句の果には， どんな場合にも，たと

えそれが彼にとヮて絶対に必要な場台でも， 断乎たる活動に対する能力を完全に喪失し

てしまう.慎重と熟慮は，断乎たる行動の裏づけとして， 大胆で力強い、思考のー要素と

して働くときだけ，生活との成果を得るための強力な武器となる.

社会も同様に，その青春時代に契約に到達する.原始(1サ本能・文化的習慣・種族的風

習，ないしは直按I'J'Jな共通の利害が，人々をーl時・的に結合させた. このがjfTは，彼手全

部にとって都合がよく，身近に感ぜ、られ，一千i利なものであった.彼らはそれを知ってい

る， Lかし人!日jの願望が変わりやすく，他に心を奪われやすいものだという意識が千

くも彼等の中にld覚めてくる.この意識は，彼らが自分たちにとって便利で有利だと意

識していることが，将来実行されるだろうかという危倶の念を，彼らに起させる.彼ら

は，実際に彼らにとヮて最も有利なことを実現するために， 自分たちを拘束する所の契

約を結ぶ.それから次の|時代がやってくる. より強い人々とより弱L、人々，つまり，搾

取者と被搾取者が社会に現れる.後者は前者に苦しめられ，彼等を信頼しない. しか

し前者が後者の助けをかりずに， 自分の力だけで目的を達成できない場合がしばしば

起る.彼らは，被搾取者を将来自分の勢力から多少とも解放してやると L、う条件で，後

者の援助を買い取る.偶然に強者の方が弱く，偶然に弱者の方が強い場合に，強者と弱

者の間に契約が結ばれる， したがって， この契約は，それ以前におけるよりも大きな正

義を，社会機構の中にもたらす.

次第に， このような契約の利益が非常に明瞭になヮてくるので， 人々は，契約の直接

的な結果として生ずる社会的風習の改苦=を，認めないわけにゆかない.契約は理想化さ

れる.契約は，その進反者を不可避の懲罰で、脅かす所の魔術的儀式によヮて，強化され

る. 目に見えない精霊の群が，あたかもその参与者であるカミのように， 証人として呼び

出される.地下の神々と天上の神々が，誓約の守護者となり，現国;と来I止で訪を下し給

う全知全能のこれらの証人たちが，契約に客観的な神聖さを付与する.誠実さは， この

語の最も広汎な意味と最も単純な意、味で，道徳的な人間の理想となる，そして， この内

的な審判者は，あらゆるオリンポスの神々よりも執財に，契約の履行を何人に要求す

る.この契約は，客観的な神聖さを獲得する.誠実な人間の理想、は，詩人たちの諸形

象・思想家たちの世界観の中に，一般化される.この理組は，社会的習慣の中に惨透し

てゆく.契約造反者は，知人のうす笑い・友人の冷やかな挨拶・世間話のほのめかしの

中に，自己の有罪のt完告を見出す.誠実さは， 神話の空想的位界と信念の客観的世界か

ら，最も神聖な社会関係の現実的世界に移行する.
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しかL，約の守謹吾たるいかめしいすリンポスの神々;主，生i十二えを捧:子ら:hh

ゴ，心を和ら:子る.キリスト殺のざん;子寵fnJ僧、土， 来\ltで怖ろしい fi~ ]ìJを免lL山罪H1!~;J 通

ら，哲治違反長を赦免 Lてやる.人間の;よ]L子'Jt!そ界;工眼i二見えない，だから主にも主し

て誠実らしく克える人|司法，非常に不誠実な行為i二教免の下る時を， 心中ひそカベ二待っ

ているだ:-rでよい.社会的制裁に関していえ;ふ共問生活の儀礼止， 与さ約i主反昂たわが
快適に生活て、きるfliU二審不誠実な行為i二主Jする嫌忠と釣り f?っている. JJllうるに，いち

じるしい成功土，不誠実な行為i二対してもみ:晴ら Lいことでもあるカ過のような印集を，

大多数のz に与える，関される{;-と i崩す呂~二対する i紅度(，t， 主ヮf二く同手である，むし

ろ前者の方が余計に軽蔑されるかも Lれない. したがヮて，契約を謀護するために:1，

オリンポスの神々・契約者の良心.otJ:;:約主反 -6-;二吋ずる社会的~!Jll裁と|渇保のない補足的

カに頼ることが，必要だと考えられる.契約は，?L穿の保護の下に置方、れ， 法律そのも

のは，国家の一切の力で採護される社会(¥ヲ契約となる.

ここで，契約の道徳的原理にまヮたく無縁な二つの要素が，すぐさま現れてくる.法

律そのものは参次の書簡で了解されるように，擬制的契約である，何故なら;えこの契

約を履行する義務のある由民全部が，必ずしもこれに対する自発的同意を表明するため

に吾集される訳で、法ないから‘もしかりにこのような召集を仮定し得るとしても，国民

の大部分"ヱ，契約することが利益であるか， 主たは損失であるカミを， 評価できないであ

ろう.したがヮて<<誠実》という言葉は，ここで立主ゥたく適用され得ないから，わ

れわれは，それとは主円た<}JIJの力が作現ずる語域に置た.，h.る. 一←他面から晃れば，

法律的契約は，ますます形式化する掠向を，常にもヮている.その震行義務は，契約者

の内的主念に決存ずる所が長も少いが，法律の墾々の条項一一一たとえ('1， 主主iの提出期
r;lt言ι人の数と質，何らかの子i乏で主カ忘れた言葉，手引二i註して 一依存するところが最

も多いIr之も誠実な約京が-w法律的であり{うるように， Aえも法律的な契約は，本質的;二fi土
もギ誠実なものであり得る.立誌が1-ì主の広本的な二つの~i;~:~ を考定 i二おく i訪 fTにだけ，法

律止進歩的な要・.M..I立fH!.i，i'1ワミJJとなる.U} -~;二，誠実さを Iiij 犯とする所のは))行為を要求

するいっさいの突約(1， ~~I主正まとは Jl:'l;むこ長期にわたって人刊の立Jιを求縛するいっ

さいの契約とまったく I"Jどように， そ.{lU体犯$(1ヲである.第二に， 契約;土，たと

え評価の ~lJíì~ な尽力行為i二 i討して取リ支されるものであっても， Jj~約長足 )jが， 契約の

理解および契約しないことの自由の点で F古手の状態i二おかJ.Lているときにだけ， 公正

である. し/こがって，己よほ，それがj立詑i.IYJて、あるたゐには宕ーの場介のような無条

件的契約セL、っさい禁止Lな;ト;}l:fならない， 主た，条件的J史的がなされる場ii~こは，

契約の設ffそのものに討する誠実さを表明ずる自由，あるい;ヱ，その履行を!っ]避する自

由を，契約者たちに保証しなげればならない.まヮたく!弓様i二，契約;土，すでに取り交さ:Il

た契約を保護するだげでなく，それらを抱り jたふうる捺に，強斉から出 yiを，頭)ji)i・知ni読のす

ぐ、れたおーカるらそれらの点て、劣った計を守り，?をで1走者のJ11吉になり ηるようなt五条件を

技らに良くJ!f1解させる ~lr能性をう二えてやらなげれば、なんない. 法律が誠実主，史約の神聖.
3をi*，l毛L，不誠実な契約の5iE'sifになるH:jーだけ， U(作は道徳の式出・進本の式出である.
ιL， \'，三誌がこれをち-llJ:~;二おカイ二治るつ， 行為の大tili分が契約の支J笠になり件るとい
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う擬制・契約五ーたちが契約の意義と効力を同等に理解し，契約しないことの自由を同等

に持っているという擬制に立脚しているならぽ，法律は， 弱者をおとしいれるために強

者が握る民となり，社会に一つの面だげをー十全般的な相互不信の結果である慎Aと熟

慮を 発達させる.この時に，誓約の守護者たる神々l工，形市上学的な神一一国家一

ーに変る，そこでは，法典の書が道徳にとヮて代る.誠実さは介法性のがIで生彩を久

い，法規の文字通りに履行する者が誠実であると考えるような近徳的不兵者たちが現れ

てくる.社会的審判はし、っさいの意義を喪失する， {IIJ故なら，法律による無罪と有罪:の

前では，世論の表明]は無に等しいからであり，また，形式上の完全さを整えることが，

社会の習慣になゥてゆき，所与の約束の誠実な1主併と誠実な履行の習慌が， 次第に形式

イとされてゆくからである.

このような事態の下では，二つの社会的形態が， t，，): ~二日 L 、地歩を占めるのは当黙のこ

とである.契約は，本質上， 1):託業関係を生活関係全般に移し広げたものであるから，契約

の完全な自由を神聖化する法秩序の利益は，ことごとく産業的要素の握るところとなる.

産業競争は，社会関原の典型となる.家族関係・社会共河生活・国家勤務;工，尚業的協

定の色彩を帯び，文学・科学・芸術は，職人的生産の性質を帯びる.イ也の人々より恵ま

れた状態におかれ，契約の効力をより良く評価し，好機に契約を結ぶことの出来る諸個

人は，広汎な発達能力を獲得する，社会の富と光擢は増大する.生産技能は巨大な進歩

を示し，科学と芸術をその改苦のための単なる子段に変えようと努める. これに反し

て，恵まれない状慈におかれた諸個人は，ますます発達能力を失い，現状を持ちこたえ

ることさえ困難になる.後等を押し潰すのは強者だけではない，法律の条文の打ち克ち

難L、力が，さらに後等を押し潰す.取引所と工場は，社会的諸要素にますます大きな影

響を与える.

地方では，法律はも勺ばら富家権力によって維持されているから， 国家は，生活と思

考の領域でますます大きな意義を獲得する.ある場合には 1I寺態の進行の適法性を一層

良く監援すると Lづ長面の下に，行政的中央集権が強化され，行-政栴が長IIかく張り廻ら

される.またある場合には，抽象的国家の栄光と名誉の偶像(1，JI"I吉の財産・有情の人格

の絶えざる犠粧を要求する.国家を神と崇め，あらゆる段高の人nnの理想、をそれと同一
視する理論が，思考の領域に発達 L，思151家たちは，正にこの要素の強化の中に社会の

進歩を求める，だが，この要素は，後で考察するように，社会の進歩的危発達に際し

て， まったく異った作用を蒙らなければならない.

社会における産業的原理と|芸家的原理の強化は， このような事態の下で， もう一つの

現象をひき起す.非常に強力な諸個人は，状況がし、くらか好者I~{tであれぽ，容易に最も

好運な小数者の仲間入りが出来るから，才能の持にすぐれた人々はきいちじるしく社会

機構の欠陥を感じない，彼等は思考の領域で、だけ社会機構に批辛IJi'I守態度をとる，そして，

これらの欠陥とすぐに和解するだけでなく，大ていは信勢そのものに応じて現状擁護抵

の仲間になる.不満は，たえず行政とjよ-典の網によづてがっ Lり押えられているから，

現状に対する批判は表明され得ないか，表明されるとしても非常にか弱し、ものでしかな

い.それゆえに，国家は，確用不動の社会機構という)，可知の理想に接近してゆく，これ
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を一日正荏明瞭に表現するなら;乙伴内のP君主1と名付;十な:t;h，;[ならないであろう.習

ltlと慣習の之化的要素;土，社会の rt:T ;こますます強 !~qに根を張ヮてゆく.出来的干IJ益と iL

律的JF，;自の諸条件の下で，思考の活動はますます出来になる.この定、考も，習慣((J見f:i干

と17:-¥芸的形式のわだらのri1こいよいよ涼くに主り込む.社会J}3の生命力i工:jJまり立f?とゐ

る，社会の人間性はうすれて中くさ~ミの可能性:主少くなる.

七ちんん， このj毛;ffiこも，思考がそのtlt、!:Ij{吊日jイどなすi二、三ぅてぢ:+往し何るiJJif要点:工，

，/;;; ~二社会の 1+1 ~二見!日される.国家i'rヲ原 ]1H(1， fJ々主主dfl下j原]型とH!j突する，一一あるiL3合

に;人経済問題i二関心を持ヮ陪扱i二回 L，ヵ、つ，すぐjLて先見のi見ある人々は，多数告

の利益の担JAと停滞の可能性が社会を危;誌にさらす主のであるということに，気づき始

める.ある場f?にlI，是主主主びi二i司家が必要とするr)fの科ど子:が，社会的批判と進歩の式
誌になヮてゆく. またある場合i二1，思考i主演正3U大衆にi岳きカベ十て助言Lを設定させ，

I夕日、でそれが社会を新しい生活へ奮起させる.最近 100年間の多数の実W:Jが不している

ように，任会生活において斥主的要素と自家的要素の協力が強{とされたにもかかわら

ず，社会的な不満は，多少とも巨大な改良主義淫:fYJをつ、き起し， イ7法的手段のない場合

によ，革命的動乱を玄き起した， 18 Ut紀ょに，フランスのブルジョアジーは，すでにfH

1の経済力と知力を右していたので， I訂体 ~!)IJ の担IJから仕法的議歩がまづたくなかうたに

もかかわらず，国家に抑圧され搾取されていた人民大衆を足場iこして，純粋に政治的な

変革をき自分たちのために遂行することが出来た， ~~O 年代二，ブルジョアジーは，夜干

との階級的対立を自党していなカ￥ヮた不満な大衆を再び足場i二Lて， 'r'r:吉宮家に対立す
る法律問家の代表岳民として登場した， Lか L，実際は，合法的支配と経済的支配だけ

を確訣 Lたのである.現在， l\~r級!売争の意識は，社会学者ーたちの理論的研究の中にも，

労働階級の不満な大衆の1]1;二も， ますます咲く彦透しつつある， f走者;ヱ自分たちの組織

をたえず拡大してL、る、 しカミも， U:t物の独占集中を呂指 L，かつ，産業・j{'ij業・取れ月;

の相次ぐ不可-避的崩壊をひき起す所内資本主義経済の)j~fl11そのものが， 宿命的iニジ:;1品五

の組織拡えに拍車を己、:十てL、る. ヨーロッバとアメ 1) カジ )1改府および lij1lj~階級は，経済

I'i'-J革命i二J;;jをだして?l三γLilfj全般i二およぶ，二立L、なLイ守の UJ ，;白 L つつJちる M~ )1;;を，未'1/¥

i二[;}j!Llょうと?ヅ)I~( !ょしてL、る， (iU~lrj f-f:: ¥二よる!!ljil'.に¥I.IJ1ーによく f~[ 問主皮の iiEj;長!じ

$Jr L ¥， 十支出への f~f J'を 4存弘i二、ずるであhうと L、う Ilfiiii-l't(乏し ここ三もま-::{({r L -二

L、る Lカ屯 L， この1lJ!i't'¥'Uヱ11i立にうすらぎ，それとと Li二一!日 :1'J::~:t て i主主み，[ l な íj)~)I ，)

の必?}，¥，[生が自主ヮている.

だが， f人ltここで， {1~ i¥!: 1"の-;J ì 二ぢ~{{しな L 、ような社会開 1出の併 jた方法に..---)~ 、て， iiii

らざるをf'Jなくなっf二， 1己礼jíL;心}~主i主i のことカが;らと!持舟悶:主泣SJ江忠Lむ注i

忌んちろう，すす』なわ七ち.J， 誠実さを{t?l~t主に置き換えることが反進歩的な現象であるようにき

ぞ約の.iU:f:~i， (1ヲ原理を口、{干の形式的原J-It!.;二Eき換えることは，進歩的;i-s:.J克匁でな¥，岳という

ことがこれである.在、が十でに立~g のえ誌でiiij ゥたことであるが，法昨日体;しあらしb
、、、、、、
るu'tJ;: /c :;l~ J日(!liJと [liJじ上守 i二， 3lli )t~ の式三;;と L 之 lH守る L ，反 l助し1)i¥:: ~:i; こもなり flI る.

liiL;diのすべてのこと点、ら， 次のま51iJi占を1)IきH¥すことカ釜山去る， -jーなhr)， Udlそのl¥のJljl

2{と~，t，也ジ)ItJ'i)}fU立:をその法Ntj)i~ i) J努としていなげ.{L:どならない，それは， 次第iニj去
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律i二転化する契約がそれらを拠り南にしているのと同じである.これらの補助的な諸原

理だげが，契約と法Jfの諸原WJをfltI足・調整することによって， 会法的形式主義の根氏

に横たわる所の停滞への傾向を除去することが出来る.

契約(土，履行の擦に調人の誠実さによヮて神聖化されるように，取り決めの際に的人

の{白念によって神聖fとされる.法律は，それが誠実な契約を保護 L，不誠実な契約をfE

泊するという意味で，あるい辻，法律の実行よりもそれに対ーする反抗から， よ今大きな

jEが生ず、るという意味で， 1陪人がそれを苦であると信ずることによって神聖北される.

速い将来に誠実な行為を要求する契約があるときには，個人ば道律的な罪を犯す可能性

の下にある. このような約束をする苦に対しては，憐れむよちほか社方がない，イ可伎な

ら約束破棄かそれとも裏切ってならないものを実切るかのヂ、レンマに必ずおちいるか

ら.偶人の信念に反する法律の下でほ， 1同人の立場は，道徳的にそれほど菌揮でない.

多くの国々では，法需そのものが，法律を批判するための手段・老い来てだ法律的諸彩

態の誌去に働きかけるための手段を，個人に明示Lている，一一これが，合法的な解決

方法である.もし， これが存在しないならば，借入は，認容し JうげニL、法律と批判を許さ

ぬ機構とに敵対する闘士たちの陣列に立たなければならない.この場合に， 信念の人

は，たとえ結泉がどうあろうとも，一一一私は信念にしたがって行動する，法律が私を罰

しても構わない， これが道徳、的な解決方法なのだ，一一一と常に¥.¥¥.、きることが出来る.

いわゆる功利的なもう一つの解決方法がある，宿人が最大の利益のために， 自己の信念

をそれと宇部、れない法警に居報させる場合がこれである， しかし. t言念に反する行為よ

りも道徳的に劣等な悪が存在するであろうか? 一一と Lづ問題は，何時までも解決困

難なもりとして残るであろう.社会の進歩は， いかなる文化的諸形態を維持することよ

りも，比較にならぬ誌ど多く社会成員の信念の力と明瞭さにかかっている.
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